
　大阪鉄道学校創立者の意志を受け、授業『鉄道一
般』の延長上に創部(昭和27年創部)されたクラブで、
現在1年生から3年生までで23名が在籍しています。
鉄道に関する理解を深め、知識を豊富にし、鉄道を通
じで社会に貢献することが目標です。
　鉄道に関する探究については多岐にわたっており、
鉄道模型の制作や走行、ジオラマ作成、鉄道写真の撮
影、現場の見学、路線や施設の考察などが挙げられま
す。興味関心の傾向が、前述のどの分野にあるかにつ
いては部員達の中でもさまざまです。また各々それぞ
れの分野に対して得手不得手もあるかと思います。し
かし、多様な考え方を持つ者が協力して一つのものを
作り上げることがクラブ活動の最も重要な部分である
と考えています。そして、その過程で培われた経験が
部員たちのかけがえのない財産となります。その考え
方を実践し、今年度は新たな挑戦としてジオラマを作
成、「第15回全国高等学校鉄道模型コンテストモ
ジュール部門」に出展してベストクリエイティブ賞を
受賞しました。また「水間鉄道」の車両のオリジナル
ヘッドマーク作成も新たな取り組みとして行いました。
　以上のような成果を上げることができたのは、全学年
の部員が一丸となって努力した結果に他なりませんが、
決して忘れてはならないのが長い歴史を持つ本校鉄道研
究部のOBの方々の存在です。OBの方々が築き、発展
させてこられたからこそ、活動する環境が整っており、
部員達が自信もって意欲的に取り組めたと思います。

鉄道研究部

　今後も先輩方が築き上げてこられた伝統を守り、後
輩たちに引き継ぐことができるよう努力することが、
在校生の役割であると考えております。そして鉄道研
究部の更なる発展をめざして次年度も新たな挑戦を続
けていきたいと思います。

水間鉄道、鉄道研究部部員がデザインしたヘッドマークで運行しました！（11月21日～11月30日）
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　本年の元旦、能登半島地震による被災者の皆さまおよび関係
者の皆さまには心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も
早い復旧をお祈り申し上げます。
　さて、本年は同窓会の役員改選にあたり、役員幹事会で推
薦され、会長になることになりました大谷和正と申します。前
会長は同窓会を 64 年間と永くお世話を頂きました。私は同窓
会に 14 年、片岡会長とは経験の差が大きいです。卒業生が
58,000 人、伝統と歴史ある大阪産業大学附属高等学校同窓会の
会長として就任させていただきました。微力ではございますが、
誠心誠意同窓会や母校発展のため頑張る所存です。

何卒格別なるご支援ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申
し上げます。
　コロナ渦の状況でありながら、先生方のご尽力のもと、生徒
一人ひとりが一生懸命学び、自身の力を高めています。これか
らも続く卒業生が、さらに大きく飛躍していくことと確信して
います。
　同窓会会員の皆様におかれましては、今後とも「産大附属同
期会」の活動にご賛同いただきご協力賜りますようお願い申し
上げまして、同窓会会長就任の挨拶といたします。
経歴
昭和 29 年　大阪鉄道中学入学
昭和 35 年　�大阪産業大学附属高等学校（旧大阪鉄道高等学校）

業務科卒業
平成 29 年　同窓会幹事、会計そして副会長
令和 5 年　学校法人大阪産業大学理事に就任

会長就任の挨拶
同窓会会長　大谷　和正

同窓会会長挨拶

　私の高校生活は、毎日朝礼で学校創設者、瀬島源三郎先生
の道徳を聞きながら始まる学生生活の３年間でした。
　卒業してすぐに井元先生から同窓会幹事に勧められて現在
で 64 年になりました。学校内で総会を開催する時代は、会場
作り・紅白幕・演台等の設営や終わってからの後片付けが大
変でした。当時の同窓会での先輩方は大変厳しい方もおられて
困ったこともありましたが、今は紳士的な方ばかりで色々な事
を教えて頂きとても勉強になりました。

　同窓会会長を二期、６年間務めさせて頂きましたが、コロナ
禍の２年間は何も出来ず、機関誌の発行編集会議でさえも開く
ことが困難でした。
　しかし、その後は大谷副会長を初め役員の皆様のご努力で活
動する事が出来ました。昨年の春には、私事ではありますが白
血病の前段階の骨髄異形成症候群という疾患になり、昨年秋頃
からは会議にも出席出来なくなり、更に今年の年明けには白血
病に移行したために、同窓会役員の皆様方には多大なご迷惑・
ご心配をおかけしました。
　会員の皆様、学校関係者の皆様、任期期間中には多大な
ご厚情を賜り心から御礼申し上げます。長い間有難う御座い
ました。

辞任の挨拶
前同窓会会長　片岡　満

前同窓会会長挨拶

令和6年度 同窓会総会案内
多くの会員の皆様の、同窓会総会への
ご参加をお待ちしております。

開 催 日 令和6年6月23日（日）
受付開始 午前10：30 午前11：00開 会

懇 親 会 午後 0：00 午後 2：00閉 会

会 費

一般会員 ：  7,000円　女子会員 ： 5,000円
会員の同伴 ： 5,000円　介護者 ： 　無料
集合写真 ：  2,000円（希望者のみ、後日発送）

•返信ハガキをご投函して戴く時は、封筒のご氏名の下に記入しており
ます8桁の会員番号が記入必須ですので宜しく願い申し上げます。

•必要記事を記載項目に添ってご記入下さい。
•近況連絡欄には趣味・趣向等身近な情報をお知らせ下さい。
　（くろがね53号の「北から南から」に掲載します。）

総会出席の方は本誌綴じ込みのハガキでご連絡ください。
5月18日（土）必着でお願いします。

平素は同窓会活動にご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
今年は役員の交代もあり創業100年に向け開催したいと思います。
大阪駅前周辺も大変変わりました。
年に1回の同窓会総会是非お越し戴き盛り上げてください。
お待ちしております。

今春卒業されたみなさんは無料ご招待!

会 場 ヒルトン大阪
☎06-6347-7111

アクセス：JR「大阪駅」、大阪メトロ「梅田駅」、
　　　　 阪急、阪神「大阪梅田駅」下車
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　新年早々に能登半島地震があり、1995 年の「阪神・淡路大
震災」のことを思い出しました。すでに 29 年もの月日が経過
しましたが、当時から新校舎の建設は生徒、保護者そして教職
員の悲願でした。学園関係者のご理解の下、キャンパス整備計
画も着実に進み学園創立 100 周年の令和 10（2028）年までに、
新食堂棟、新校舎が建設される予定です。
　昨年末、本館南側の樹木の一部を伐採しました。長年校庭
を彩ってきた樹木を切ることに若干の戸惑いはありましたが、
新しい本校のキャンパス整備の第一歩として伐採を完工しまし
た。学園発祥校として創立 100 周年に向けて、同窓会の皆様の
ご期待に添えるよう今後も種々の教育事業に取り組んでまいり
ます。
　コロナ禍が収束したかと思えば大地震が起こり、地球上では
悲惨な戦争が繰り返され世の中が混とんとする中ではあります
が、本校は今年も１月に卒業式を挙行し 604 名の卒業生が巣立
ちました。これで同時に同窓会に加入したことになりますが、
同窓会の皆様にはかわいい後輩たちをどうぞよろしくお願い申
し上げます。
　ところで、令和６年度入試では志願者総数は専願が 578名（昨

年比 51 名増）、併願が 1,236 名（昨年比 76 名減）となり、特
に専願受験者が増えたことは良かったと思います。入学者数は
専願が 578 名、併願が 86 名（戻り率 6.9％）で合計 664 名とな
りました。ここ数年の戻り率を大きく下回り想定外の併願入学
者数となり目標としていた 700 名には届きませんでしたが、そ
れでも大阪私立高校の中で有数の志願者・入学者を得ることが
できるのも、卒業生を含む生徒たちの頑張りのおかげであると
感謝しております。
　次年度は４年後の創立 100 周年に向けて大切な１年になると
思います。令和６年度事業計画における重点施策に示した通り、
遺漏なく計画通りに進めてまいります。
〇�学習指導要領が改訂され、全ての学年で新しい教育課程のも
とで本校独自の新しい教育が展開されます。GIGAスクール
構想に則り全ての生徒が一人一台の学習用端末をもつことに
なり、WiFi 環境の整備も完了し本校の ICT教育の推進はさ
らに加速されます。
〇�新食堂棟、新東館、立体駐輪場の建設に着手し、創立 100
周年に向けて具体的な作業工程を策定します。
〇�大阪産業大学との高大連携・高大接続プログラムを充実さ
せ、特に進学コースで４割以上の内部進学を目指します。
〇�安定した財政基盤の構築のため、本校を第一希望とする専願
受験者を増やし、安定した入学者 700 名の確保を目指します。
　今後とも変わらぬご支援とご協力の程よろしくお願い申し上
げまして令和５年度末における挨拶とさせていただきます。

　同窓会の皆様におかれましては、日頃より学校運営にご支援・
ご協力を頂きまして、誠にありがとうございます。
　1月に行われた卒業式では、コロナ禍に入学し学校行事をは
じめ様々な行動制限がある中で最初の 2年間を過ごし、高校 3
年生になってようやく行動制限が解除となった生徒たち 604 名
が巣立っていきました。
　コロナ禍に入学した生徒たちは、マスク生活を余儀なくされ
クラスメイトの表情もわからないままスタートした高校生活、
憧れていた普通の日常さえも過ごすことが許されない難しい
日々だったと思います。
　卒業生の答辞では、“当たり前だった世の中が当たり前でな
くなった経験をした自分たちだからこそ、日々の学校生活を当
たり前に過ごせることが、どれだけ素晴らしいことであるかと
気づくことができた”と我慢の中でも希望を見出し、その中で
得たものを伝えてくれました。
　また、高校生活３年目にして、ようやく声を出しての応援が
許された体育祭や模擬店の出店とステージが復活した梧桐祭を
経験する中で、自分たちで考えることの大切さ、仲間と協力す
る大切さを学ぶことができたと感謝の意を表してくれました。

　コロナ禍であっても、生徒達が前向きにこの 3年間を過ごせ
たことは、「産高」の教員、生徒及び関係者が一体となり感染
対策を行うと共に工夫や努力を「継続」してくれた賜物であり、
関係者各位に改めて感謝を申し上げたいと思います。
　今年度、生徒たちは、部活動においても目覚ましい活躍を見
せてくれました。
　チアリーディング部が 1月の全日本高等学校チアリーディン
グ選手権大会において決勝進出を果たし、8月のジャパンカッ
プ 2023 日本選手権大会においては入賞を果たしました。少林
寺拳法部は各大会において優秀な成績を収めました。また、ラ
グビー部は大阪府大会決勝（第 1地区）において惜しくも敗れ
全国大会出場を逃しましたが、2年連続での決勝進出となりま
した。アメリカンフットボール部は大阪府秋季大会で優勝し、
第 54 回全国高等学校アメリカンフットボール大会に出場しま
した。決勝戦では惜しくも立命館宇治高校に敗れ、クリスマス
ボウル出場は逃しましたが、素晴らしい戦いをしてくれました。
　元日には能登半島地震、続けて羽田空港衝突事故が起こるな
ど、現代社会は「予測が困難な時代」といわれています。そん
な社会を生き抜くために、今後も「産高」において、建学の精
神「偉大なる平凡人たれ」に基づく教育を継続し、現代社会で
活躍できる「人間力」を備えた人材を養成して参りたいと存じ
ます。
　同窓会の皆様方の変わらぬご支援・ご協力をよろしくお願い
いたします。

建学の精神に基づく
教育を“継続”する
学校法人 大阪産業大学
理事長　北前　雅人

理事長ご挨拶

校長ご挨拶

100周年まであと４年
大阪産業大学附属高等学校
校　長　平岡　伸一郎
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令和５年度
令和5年

４月 3日（月） 入学式（672名入学）

4月 4日（火） 会計勉強会

4月 24日（月） 役員・幹事会

5月 9日（火） 会計勉強会

5月 13日（土）「くろがね51号」発送

5月 23日（火） 役員・幹事会

5月 26日（金） 評議委員

6月 1日（木） 臨時理事会

6月 5日（月） 6月25日総会準備・会場打合せ

6月 6日（火） 役員・幹事会

6月 25日（日） 同窓会総会（参加65名）

6月 29日（木） 理事会

7月 27日（木） 理事会

9月 2日（土） 卒業生 七瀬氏面談

9月 21日（木） 理事会

9月 25日（月） 産大附属評議会

10月 2日（月） 役員・幹事会（第１回くろがね編集会議）

10月 15日（日） アメフト観戦（高校アメフト大会 決勝戦）

10月 17日（火） 体育祭 1日目

10月 18日（水） 体育祭 2日目

10月 22日（日） サッカー応援（サッカー大阪大会）

10月 26日（木） 理事会

11月 4日（土） 学園祭

11月 20日（月） 役員・幹事会

11月 22日（水） 理事会

11月 26日（日） 少林寺拳法式典（世界大会 金メダル受賞式典）

12月 10日（日） アメフト応援（関西地区決勝戦）

12月 12日（火） 役員・幹事会

12月 28日（木） 大阪産業大学吹奏楽定期コンサート

会員データ
（令和6年4月1日現在）

●卒業生数　　　57,986名
●重複卒業生数　423名（中・高卒業）
●発行数　　　　24,999部

幹事さん大募集中！

090-8826-3636（大谷）
090-2341-0423（田邉）

連絡先

ただいま、同窓会幹事さんを募集しています。

令和6年
1月 19日（金） 卒業式（604名卒業）

1月 22日（月） 理事会

2月 5日（月） 役員・幹事会（編集会議）

2月 19日（月） アメフト 山嵜監督インタビュー

2月 22日（木） 理事会

2月 27日（火） 役員・幹事会（編集会議）

3月 7日（木） 役員・幹事会（編集会議）

3月 22日（金） 評議委員会、新学校会館見学

3月 23日（土） 理事会

3月 30日（土） 役員・幹事会（編集会議）

令和５年度 収支決算表
自 令和5年4月1日～至 令和6年3月31日

 （単位：円）

収
入
の
部

費　目 令和5年予算 令和5年実績 摘　要
前年度繰越金 16,617,195 16,617,195
入 会 金（1） 6,700,000 6,660,000 令和5年度定期入学 入会金 

入 会 金（2） 100,000 10,000 令和4年度定期入学 入会金 

年 間 会 費 500,000 523,000 年会費308名　永年会費8名

受 取 利 息 10,000 20 普通預金・定期預金利息

雑 収 入 20,000 240,000 寄付金等

預 り 金 200,000 230,000 くろがね52号広告掲載料

収 入 計 7,530,000 7,663,020
合 　 計 24,147,195 24,280,215

 （単位：円）

支
出
の
部

費　目 令和5年予算 令和5年実績 摘　要

会報発行51号 3,500,000 3,543,842 くろがね・編集・印刷・
発送・広告等

総 会 費 1,500,000 800,750
会 議 費 100,000 16,221 役員・幹事会

懇 談 会 費 100,000 65,500 校友会・役員会等

活 動 費 1,000,000 370,000 　　　　　　　　

（体育祭助成金） (100,000) 体育祭 賞品

（各種お祝い金1） (120,000) 各種クラブ・会への祝儀

（各種お祝い金2） (150,000) クラブ活動助成

同期会助成金 100,000 40,000 同期クラス会助成

管 理 費 760,000 755,700 名簿及びPC更新と管理

通 信 費 80,000 59,995 郵送・電話料・
アンケートはがき受取切手

旅 費 交 通 費 200,000 302,000 役員会・幹事会の交通費

慶 弔 費 20,000 6,325 慶弔費

事 務 用 品 費 200,000 223,026 事務用品費・中封筒作成

支払い手数料 90,000 65,598 振替口座・振込・
受取人払い手数料等

雑 費 50,000 22,278 残高証明・年賀等

予 備 費 500,000 0 各項目に該当しない臨時出費

周年行事積立金 1,000,000 1,000,000 令和元年より始める

支 出 計 9,200,000 7,271,235
次年度繰越金 14,947,195 17,008,980
合　　　　計 24,147,195 24,280,215

上記のとおり報告いたします。（令和6年3月31日現在）

Facebookへお誘い
母校の情報・クラブ活動の速
報を皆さんと共感しませんか。
F a c e b o o kの自己紹 介に

「大阪産大附属高等学校に
在学して居ました」を必ず
入力ください。

管理者：S35年卒 大谷 和正

1. 同窓会年会費2,000円に改定
2. 同窓会年会費振込手数料個人負担に改定
3. 同窓会総会出席ハガキ切手料金個人負担に改定

令和５年度同窓会総会
で右記の事項が決定
いたしました。
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 高校在校生1,869名に（在籍数の確認は4月1日現在）

　高校では2月10日と15日に入学試験を実施し、664名にご入学いただ
きました。
　3月19日に実施した高校入試併願合格者の招集には86名が集まり（戻
り率6.9％）、女子の入学者数は専願と併願合わせて164名となりました（入
学者の女子比率は24.6％）。普通科特進コースが4クラス、進学コースは
10クラス、スポーツコース2クラス、国際科グローバルコース2クラスと
なり、合わせて計18クラスとなりました。
　その結果、高校入学者の占める併願者の比率は全コース平均で13.0％
となっております。 

【各コースの併願入学者率】
Ａ 1 Ａ 2 Ｕ Ｐ Ｇ 全体

42.5% 20.0% 8.8% － 13.2% 13.0%

 生徒募集にご協力を！

　ご家族またはお近くに受験を予定されている方がおられましたなら、
ぜひ母校の受験をお勧めいただきますようよろしくお願い申し上げます。
　また、新年度を迎えた校内では、生徒たちが勉強やクラブ活動に取り
組んでいます。
　同窓会の皆さん、是非一度母校へお立ち寄りいただき、後輩たちの活
動をご覧ください。

 各種証明書類の発行について

　各種証明書は 事務部にて発行します。
●‌�窓口ですぐにお渡しできないものもありますので、来校される場合は、

事前にご確認ください。
　※すぐにお渡しできるのもであっても場合によってはお時間を要する場合があります

　＜すぐにお渡しできるもの＞　卒業証明書　等
　＜すぐにお渡しできないもの＞　�調査書、成績証明書、単位修得証明書、

英文の証明書類　等
●�郵送希望の場合は、次の①、②、③を同封して、事務部にお申し込み

ください。
　なお、返信用の封筒は不要です。
　　①証明書発行願（ホームページからダウンロードできます。）
　　②手数料と送料の合計金額の切手
　　③本人確認書（運転免許証等）の写し
　＜手数料＞　卒業証明書、成績証明書、単位修得証明書：100円
　　　　　　　調査書：200円　英文卒業証明書：300円
　　　　　　　英文成績証明書：500円
　　　　　　　各ー通あたりの手数料です。
　　　　　　　�詳しくは、大阪産業大学附属高等学校ホームページの「卒

業生の方」から「各証明書の発行について」お進みいた
だき、ご確認ください。

●窓口受付時間　平日８：45〜16：30、土曜日８：45〜13：00
※�学校行事の都合で臨時休校となる場合がありますので、ご注意ください。
　ご不明な点は事務部までお問い合わせください。
　TEL. 06-6939-1491（代）

 進路指導より

　令和5年度卒業生の進路状況と大学合格実績は、下表の通りです。進路
状況については、昨年度に比べると、4年制大学や短期大学に進学した生
徒は全体の84%でした。専門学校に進学した生徒は全体の12%でした。
　また、大学合格実績につきましては、国公立大学に現役で16名が合格
しました。
　大阪産業大学への入学者は156名でした。今年度も産大特別推薦説明会
（7月）に加え、産大学部学科説明会（6月）を実施するなど、高大連携
を強化してきました。今後もなお一層、大阪産業大学との高大連携の強
化を図っていきたいと思っております。
　今後も一人一人の生徒が自らに適した進路を選択し、将来の活躍に繋
げることが出来るように指導していきたいと考えております。

 （進路指導部） 

令和5年度卒業生進路状況

項目　　　科 普通科 国際科
合計

特　進 進　学 スポーツ グローバル
卒業生数 162 307 81 54 604

進
　
学

大 　 学 146 245 67 37 495
短 　 大 7 1 2 10
専 門 学 校 11 45 8 7 71
そ の 他 4 5 8 17

計 161 302 76 54 593

就
　
職

官 公 庁 1 1 1 3
運 輸 関 係
金 融 関 係
建 設 関 係
製 造 関 係 1 1
販 売 関 係
サ ー ビ ス
家業・その他 4 3 7

計 1 5 5 11

令和6年度入試　大学別合格状況と過去実績　　　　　  合格者数は実数

大学名
合　格　者　数

令和6年度入試 令和5年度入試 令和4年度入試
大阪産業大学 238 215 196
大阪大学 1
京都工芸繊維大学 1
大阪公立大学 1
大阪教育大学 3 1
奈良教育大学 1
兵庫教育大学 1
京都教育大学 1
滋賀大学 1
和歌山大学 1 2
奈良県立大学 1
兵庫県立大学 1 2
滋賀県立大学 1
香川大学 1
愛媛大学 1
秋田大学 1
長野大学 1
島根大学 2 1
富山県立大学 1
広島市立大学 1
愛知県立大学 1
福知山公立大学 1 1
帯広畜産大学 1

国公立大学計 16 8 8 
関西大学 14 17 13 
関西学院大学 12 8 5 
同志社大学 2 2 2 
立命館大学 5 5 8 

関関同立計 33 32 28 
京都産業大学 17 20 31 
近畿大学 31 25 29 
甲南大学 2 6 1 
龍谷大学 20 24 19 

産近甲龍計 70 75 80 
関西外国語大学 20 26 21 
京都外国語大学 3 11 8 
佛教大学 7 9 7 

 計 30 46 36 

学校のページ学校のページ

─ 第78回梧桐祭 ─
9月27日（金）開催予定！

※状況により日程が変更される場合があります

母校の後輩たちが頑張っている姿を
ご覧ください。
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【永年会費】
平成30年度
Ｓ24	 大道　　進
Ｓ31	 寺前　　章
Ｓ35	 大谷　和正
令和元年度
Ｓ23	 畑　　昌三
Ｓ23	 小池　明雄
Ｓ31	 福岡　四郎
Ｓ33	 西野　　明
Ｓ35	 井上　圭司
Ｓ35	 川口　正徳
Ｓ53	 勇　　浩司
Ｈ5	 川村　光雄
令和２年度
Ｓ29	 上殿　貞義
Ｓ33	 道上　武男
Ｓ35	 片岡　　満
Ｓ39	 亀川　清吉
Ｓ41	 春田　誠一
Ｓ41	 竹本　秀一
Ｓ45	 市橋　　守
Ｓ50	 後山　弘義
Ｓ52	 田中　信良
Ｓ56	 西川　隆郎
Ｓ57	 河合　富夫
Ｓ60	 千葉　忠隆
Ｓ62	 義久　高司
Ｈ2	 堀川　安晴
令和３年度
Ｓ21	 山下　捨夫
Ｓ30	 勇上　隆司
Ｓ31	 前西　勝治
Ｓ33	 氏本　徳博
Ｓ35	 青木　治雄
Ｓ35	 木村　大成
Ｓ35	 田村　泰広

Ｓ36	 波多野利信
Ｓ38	 梶原　　勝
Ｓ39	 辻野　孝治
Ｓ40	 田邊　正喜
Ｓ41	 伊藤　圭郎
Ｓ41	 大槻　芳久
Ｓ41	 内藤　和男
Ｓ43	 田中　逸夫
Ｓ44	 竹本　秀一
Ｓ49	 上田　正一
Ｓ53	 岡田　光司
Ｓ56	 中村　祐一
Ｓ56	 福岡　進一
Ｓ57	 玉置　正雄
Ｈ１	 早坂　辰巳
令和4年度
Ｓ34	 矢田　　勲
Ｓ34	 小川　和彦
Ｓ35	 半野　三夫
Ｓ38	 中屋　兆二
Ｓ38	 菊一憲司郎
Ｓ40	 村中多位剛
Ｓ41	 原田　重雄
Ｓ56	 東野　武久
Ｓ61	 竹本　　勲
Ｓ62	 遠藤　　敬
Ｈ22	 内山　　啓
令和5年度
Ｓ30	 上田　直忠
Ｓ33	 小川　和彦
Ｓ38	 松村陽一郎
Ｓ43	 鈴木　　昇
Ｓ43	 福山　　力
Ｓ45	 吉峯　一光
Ｓ60	 草場　光博
Ｈ26	 木村　洸凱

【令和5年度年会費】
Ｓ14	 由良　昌美
Ｓ18	 相賀　　勝
Ｓ20	 橋本　輝雄
Ｓ20	 樋口　文雄
Ｓ20	 馬伏　昭二
Ｓ20	 安信　昭雄
Ｓ21	 飯嶋　德雄
Ｓ21	 谷勝　光雄
Ｓ23	 小林　正利
Ｓ24	 大⻆　　実
Ｓ25	 中尾　　弘
Ｓ26	 西野　千冬
Ｓ26	 上西健太郎
Ｓ26	 山本　嘉明
Ｓ29	 中村　順一
Ｓ29	 上殿　貞義
Ｓ30	 山田　浩司
Ｓ30	 松尾　省三
Ｓ30	 栄元　利彦
Ｓ31	 粟野　外治
Ｓ31	 乾　　　勝
Ｓ31	 中野　　修
Ｓ31	 髙﨑　敏捷
Ｓ32	 森本　勝之
Ｓ32	 岸本　忠巳
Ｓ32	 髙折　秀夫
Ｓ32	 酒井　浄司
Ｓ33	 田中　　進
Ｓ33	 井澤　眞司
Ｓ33	 田高田登二
Ｓ33	 枡田　　清
Ｓ33	 宇田　武司
Ｓ33	 西川　景朗
Ｓ33	 澗隨　貢世
Ｓ33	 北江　　裕
Ｓ34	 永金　良夫

Ｓ34	 藤林　莞也
Ｓ34	 村上　喜信
Ｓ34	 浦東　武士
Ｓ34	 大野　泰宏
Ｓ34	 佐本　義一
Ｓ34	 塩飽　利一
Ｓ34	 竹田　辰男
Ｓ34	 平澤　　武
Ｓ34	 久野　良夫
Ｓ34	 塩釜　辰雄
Ｓ34	 石田　隆章
Ｓ34	 田宮　清文
Ｓ34	 野村　洋𠮷
Ｓ34	 橋本　文夫
Ｓ34	 佐々木　峻
Ｓ34	 柴田　輝雄
Ｓ34	 高瀬　光弘
Ｓ34	 西村　修二
Ｓ34	 金市　一郎
Ｓ34	 西奥　正剛
Ｓ34	 東　　輝一
Ｓ34	 岡野　　忍
Ｓ34	 川口　八朗
Ｓ34	 佐々木　守
Ｓ34	 古川　正照
Ｓ34	 松浦　安夫
Ｓ34	 若木　　愿
Ｓ35	 八木　孝夫
Ｓ35	 川　達夫
Ｓ35	 塩谷　　正
Ｓ35	 中村　増一
Ｓ35	 中井　良雄
Ｓ35	 平城　文夫
Ｓ35	 三角　勇治
Ｓ35	 梶原　幹男
Ｓ35	 鍛冶　保一
Ｓ35	 近藤　勝行
Ｓ35	 小西　　了
Ｓ35	 小林　孝之
Ｓ35	 眞田　康弘
Ｓ35	 中村　文昭
Ｓ35	 水口　洪二
Ｓ35	 宮崎　宗仁
Ｓ35	 居川　和敏
Ｓ35	 安井　宏一
Ｓ35	 中塚　誠一
Ｓ35	 熊倉　和夫

Ｓ35	 山本　勝紀
Ｓ35	 大内　雅雄
Ｓ35	 大槻　雅弘
Ｓ35	 霜田　勝敏
Ｓ35	 木下　政博
Ｓ35	 牧田　　弘
Ｓ35	 大村　太郎
Ｓ35	 小林　正治
Ｓ35	 大谷　和正
Ｓ35	 幸野　好修
Ｓ35	 柳　　昭敏
Ｓ35	 畑野　昭治
Ｓ35	 松本　義輝
Ｓ35	 井上　圭司
Ｓ35	 川本　英雄
Ｓ35	 高岡　　裕
Ｓ36	 種草　寿明
Ｓ36	 山内　章吾
Ｓ36	 毛利　紘一
Ｓ36	 青野　勝利
Ｓ36	 黒田　健一
Ｓ36	 坂下　裕一
Ｓ36	 山田　卓雄
Ｓ36	 谷所　昭三
Ｓ36	 田中　　功
Ｓ37	 塚　　眞次
Ｓ37	 小林　　茂
Ｓ37	 前川　勝行
Ｓ37	 石嵜　　武
Ｓ37	 松浦　専二
Ｓ37	 稲田　　稔
Ｓ37	 畠山眞一郎
Ｓ37	 森田　康正
Ｓ37	 丸山　雄司
Ｓ37	 中澤　　章
Ｓ38	 石脇　　修
Ｓ38	 中村　秀樹
Ｓ38	 福本　　実
Ｓ38	 横山　弘毅
Ｓ38	 木村　桂治
Ｓ38	 森　　榮昭
Ｓ38	 戸梶　純司
Ｓ38	 薮田　昭行
Ｓ39	 近藤　義雄
Ｓ39	 井上　孝雄
Ｓ39	 柏木　　正
Ｓ39	 山岡　鉄昭

令和５年度

会費納入者の皆様
（数字は卒業年度）
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Ｓ39	 都志　正淳
Ｓ39	 梅原　一男
Ｓ39	 治良　輝男
Ｓ39	 田中　敏則
Ｓ40	 鷲　　幸雄
Ｓ40	 西尾　峯継
Ｓ40	 白井喜代和
Ｓ40	 大内　栄三
Ｓ40	 居内　鉄雄
Ｓ40	 小林　秀夫
Ｓ40	 田中　一夫
Ｓ41	 井上　正章
Ｓ41	 神戸　紀侑
Ｓ41	 美内　照男
Ｓ41	 高橋　茂夫
Ｓ41	 石田　政雄
Ｓ41	 玉川　照夫
Ｓ41	 中野　　弘
Ｓ41	 南村　𠮷秀
Ｓ41	 中西　隆清
Ｓ41	 山本　浩之
Ｓ41	 多田　光一
Ｓ41	 西奥　文雄
Ｓ42	 木村　良葊
Ｓ42	 溜井修一郎
Ｓ42	 光本　好雄
Ｓ42	 林　　　徹
Ｓ42	 西森　一雄
Ｓ42	 佐藤　邦夫
Ｓ43	 河田　喜一
Ｓ43	 沖　　弘明
Ｓ43	 橋本　博光
Ｓ43	 上田　幸治
Ｓ43	 神田　昭男
Ｓ43	 中込　博文
Ｓ43	 又野　武司
Ｓ43	 西田　管男
Ｓ43	 山田　　豪
Ｓ43	 小西　利隆
Ｓ43	 柴原　延行
Ｓ43	 山田　哲雄
Ｓ43	 太島　容一
Ｓ43	 伊藤　圭郎
Ｓ44	 小原　敏久
Ｓ44	 林　　好治

Ｓ44	 𠮷本　正志
Ｓ44	 奥田　一美
Ｓ44	 林　　茂樹
Ｓ44	 福島　一則
Ｓ44	 金井　　章
Ｓ44	 福岡雄太郎
Ｓ44	 堀口　　誠
Ｓ44	 川田　純一
Ｓ44	 谷　　聖一
Ｓ44	 久富　明雄
Ｓ45	 倉　　　猛
Ｓ45	 合掌　　宏
Ｓ45	 由元　逸次
Ｓ45	 岡部　訓三
Ｓ45	 岡﨑　昭雄
Ｓ45	 江南　利秋
Ｓ46	 樋上　千壽
Ｓ46	 前川　　豊
Ｓ46	 田中　壽一
Ｓ46	 立田　龍助
Ｓ46	 辻　　　修
Ｓ46	 近川　吉延
Ｓ46	 草野　　勇
Ｓ47	 平井　功二
Ｓ47	 山添　　司
Ｓ47	 宮嶋　芳人
Ｓ47	 金谷　友晴
Ｓ47	 一貫坂　彰
Ｓ48	 福本　　勉
Ｓ48	 畑尻　幸一
Ｓ48	 東口　　進
Ｓ48	 武田　好司
Ｓ48	 藤戸　詳二
Ｓ48	 土手下正明
Ｓ48	 南　　昌宏
Ｓ48	 西尾　明憲
Ｓ48	 堀江　光治
Ｓ48	 吉田　順二
Ｓ49	 米田　洋一
Ｓ49	 阪東　　勇
Ｓ49	 銭神　良隆
Ｓ49	 中瀬　知春
Ｓ49	 髙原　　淳
Ｓ49	 北畑　　正
Ｓ49	 奥野　治男

Ｓ50	 土岐　恭生
Ｓ50	 深山　敏実
Ｓ51	 芝辻　直和
Ｓ51	 池永　雅昭
Ｓ51	 中山　伸治
Ｓ52	 青野　康雄
Ｓ52	 木村　庄一
Ｓ52	 村島　　勝
Ｓ53	 米谷伊佐夫
Ｓ53	 田渕　精一
Ｓ53	 前田　博文
Ｓ54	 上出　昇栄
Ｓ54	 森　　文彦
Ｓ54	 佐々木政博
Ｓ54	 田中　眞一
Ｓ54	 市場　孝士
Ｓ55	 船曳　安範
Ｓ55	 木村　浩行
Ｓ55	 山中　正夫
Ｓ55	 三木　良雄
Ｓ55	 新村　和久
Ｓ55	 浜田　勝之
Ｓ55	 西川　弘之
Ｓ55	 安井　　哲
Ｓ55	 岡島　伸人
Ｓ55	 阪本　　繁
Ｓ55	 野中　保雄
Ｓ55	 宮川　　晃
Ｓ55	 山野　義弘
Ｓ55	 浅野　　浩
Ｓ55	 中村　　悟
Ｓ55	 福本　健司
Ｓ55	 榎本　昌則
Ｓ55	 永澤　英人
Ｓ55	 坂本　秀樹
Ｓ56	 伊藤日出喜
Ｓ56	 福岡　進一
Ｓ56	 棚家　雅一
Ｓ57	 鈴木　英孝
Ｓ57	 大平　信之
Ｓ57	 小島総一郎
Ｓ57	 河野　通宜
Ｓ57	 山元　俊彦
Ｓ57	 峰本　耕治
Ｓ57	 炭本　勝堅

Ｓ57	 竹井　宏和
Ｓ58	 坂本　　哲
Ｓ58	 山本　忠史
Ｓ58	 大城　成憲
Ｓ58	 丸岡　光弘
Ｓ58	 為島　勝行
Ｓ59	 望月　常彦
Ｓ60	 西田　文彦
Ｓ60	 正木　秀知
Ｓ60	 調　　俊明
Ｓ61	 下北　久嗣
Ｓ61	 竹本　　勲
Ｓ61	 海老　智史
Ｓ62	 河村　美雄
Ｓ62	 井上　憲文
Ｓ62	 吉田　政之
Ｓ63	 大工裕一郎
Ｈ1	 早坂　辰巳
Ｈ2	 居川彰次郎
Ｈ2	 森脇　幸典
Ｈ5	 東野　　稔
Ｈ5	 藤原　　猛
Ｈ5	 本田　忠行
Ｈ6	 遠藤　智秋
Ｈ6	 小河　元季
Ｈ8	 中谷　憲司

Ｈ9	 大久達之助
Ｈ10	 大木　　喬
Ｈ14	 山中　一史
Ｈ14	 山口　幹朗
Ｈ17	 木谷　昌輝
Ｈ17	 山本　晃守
Ｈ20	 川㞍　利幸
Ｈ20	 車　　勇樹
Ｈ20	 広兼　拓哉
Ｈ24	 米澤　秀一
Ｈ25	 石島　大弐
Ｈ26	 西岡　龍星
Ｈ26	 大橋　龍一
Ｈ28	 奥村　　元
Ｈ31	 月波　誠稀
Ｒ3	 青木　龍我
Ｒ5	 中川　円馨

多くの同窓会会員の皆様から年会費を
お振込みしていただきありがとうござ
いました。
会員の有志には数年分（永年会費）を
まとめてお振込みをいただきました。
感謝申し上げます。
年会費は、同窓会の運営上とても大切
な財源になっています。
年会費をお忘れの方にはぜひお振込願
いますよう何卒よろしくお願い申し上
げます。

同窓会会長　大谷　和正

※�郵便局振込票を参考にお名前を掲載させていただきましたが、掲載漏れやフォントの特性上旧漢字が
正しく表示されていない方があるかもしれません。ご容赦下さい。

かんたんテント
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14年機械科卒　大阪市	 由良　昌美
戰爭、シベリア拘留を生き延び、車椅
子生活になりましたが、リハビリに励
んでいます。

20年一鉄運Ⅰ科卒　高槻市
米田　信夫

R22-12-3に94歳になりました。同年
11月23日に入院し、現在に至っていま
す。長い入院生活になり、しっかりし
ていた父もコロナの影響もあり、面会
ができないことから認識ができなくなっ
てきて悲しい思いをしています（娘）

23年運輸科卒　堺市	 畑　　昌三
腰痛で歩くのが困難になりました。週2
日のデイサービスと週1回のヘルパーさ
んのお世話になっています。

25年業務科卒　兵庫県三田市	中尾　弘	
	S.6.11.16生　次回より会費免除でお願
致します。

27年電気科卒　堺市	 都築　倍彬
くろがね51号ありがとう御居ます。い
つも楽しく拝読しております。今年は4
年振りの総会とのこと是非出席したかっ
たのですが、体調悪く断念しました。
まことに残念です。来年の参加めざし
て頑張ります。

29年Ｅ科卒　枚方市	 中村　順一
事務局の都合か事情か判りませんが何
年か案内状が送付されませんでした。
それなりに愉しんで生きてます。

34年電気科卒　京都府亀岡市	
	 村上　喜信
役員、幹事様の御苦労に感謝申し上げ
ます。

35年業務科卒　京都府木津川市	
	 大谷　和正
82才卒業64年です。中学、高校でお世
話になりました。残る人生同窓会で頑
張ります。

36年業務科卒　大東市	 毛利　紘一
くろがね楽しみにしています。80才を
越え元気にしております。毎年のクラ
ス会が中止が続き残念です。今年こそ
クラス会再会！！

29年機械科卒　大阪市	 上殿　貞義
老いて元気の積りですが腰痛等で、こ
の年で淀川区神津地区老人会（楽寿会）
の会長を昨年より頼れて頑張って居ま
す。一年一年が勝負と思って務めてい
ます。

30年業務科卒　枚方市	 上田　直忠
永らく御無沙汰致して居ります。御か
げ様で元気にして居ります。

30年業務科卒　京都府乙訓郡大山崎町		
	 松尾　省三
グランドゴルフと将棋を楽しんでいます。

30年電気科卒　兵庫県川西市	
	 栄元　利彦
腰痛で歩行困難。

31年業務科卒　兵庫県三田市	
	 泉　　幸雄
卒業当時の校名も記載されてはどうかな。

31年業務科卒　兵庫県尼崎市	
	 粟野　外治
くろがね51号の送付ありがとうござい
ました。当時を想い出しながら紙面を
拝読しました。次号も楽しみにしてお
ります。

31年機械科卒　枚方市	 中野　　修
コロナ接種6回目（5月25日）終了。足
腰が弱くなり、毎日ボチボチ暮らして
います。

32年業務科卒　堺市	 岸本　忠巳
くろがね51号。有難う、たのしく、懐
かしく、拝読しております。85才になり、
今を楽しく、をモットーに日々を謳歌
しております。

33年業務科卒　東京都調布市	
	 田高田　登二
くろがね楽しみにしております。老人
クラブで元気にしております。マージャ
ン、Gゴルフ

33年業務科卒　寝屋川市	 枡田　　清
現役（社労士、事業団体理事長)でがん
ばっております。体力も良い方で、2、
3年はがんばります。

33年機械科卒　奈良県奈良市	
	 西川　景朗
地域の青パト隊員、地域防犯活動して
ます。毎日百姓（130a）耕作、米作り
してます。

34年業務科卒　大阪市	 大野　泰宏
S38年業務課卒「くろがね」投稿の３
君今年80歳記念に集まりませんか。

34年業務科卒　大阪市	 塩飽　利一
今年の3月、アメリカから娘家族がLCC
で帰ってきました。成田⇔米国（サン
ノゼ）サンノゼから成田迄、3月一杯ま
で特別に安かった見たいです。

34年機械科卒　茨木市	 野村　洋𠮷
元気に働いています。趣味の罠捕で、
山を歩いています。

34年Ｍ科卒　奈良県桜井市
	 高瀬　光弘
人生100才目標に頑張っています。く
ろがね有難う御座いました。

34年Ｅ－１科卒　滋賀県大津市	
	 川口　八朗
くろがね楽しみにしています。ありが
とう。

34年電気科卒　豊中市	 佐々木　守
くろがね51号ありがとうございます。
母校への益々の御発展を願っておりま
す。元気で毎日送っています。

35年業務科卒　滋賀県大津市	
	 木村　大成
コロナ禍からのがれての同窓会多数参
加されることを祈念しています。

35年業務科卒　滋賀県近江八幡市	
	 中村　増一
「くろがね」ありがとうございます。
母校の益々の御発展をお祈りいたします。

35年業務科卒　京都府京都市	
	 平城　文夫
遅くなりすみません。

35年業務科卒　奈良県生駒市	
	 三角　勇治
マクドナルドにて土、日警備で頑張っ
ています。近くへ来られたら南生駒店
AM10:30~PM2:30声かけてください。

35年業務科卒　豊中市	 鍛冶　保一
毎年くろがねを楽しく読ませて頂いて
います。又、今回は返信が遅れて申し
訳ない。それに封筒紛失の為、整理番
号無記入となってしまい誠に申し訳ない。

このコーナーでは、会員のみなさんからの「メッセー

ジ」をできるだけ多くいただけるよう願っています。

総会に出席できる方が限られていますので、「くろ

がね」紙面上に、欠席された方の「メッセージ」を紹

介し、交流を深めましょう。「こんな話」など、投稿も

大歓迎です。（編集委員会）

北から
　南から

令和５年度
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35年機械科卒　石川県津幡町	
	 松本　義輝
傘寿を過ぎて、老人会の催し物やグラ
ンドGG＆家庭菜園作りを元気で楽しん
でおります。

35年Ｍ科卒　奈良県生駒市	安井　宏一
生活すべて、健康第一と考え、「聖人は
未病を治す」に徹したい。

35年機械科卒　鳥取県鳥取市	
	 山本　勝紀
くろがね有賀とうございます。母校の
発展を喜んでいます。

35年電気科卒　北葛城郡王寺町	
	 片岡　　滿
頭はふらふら（クスリの副作用）足は
よろよろ大変です。同窓会の役員に皆
様ありがとうございます。

35年電気科卒　阪南市	 木下　政博	
くろがね楽しみにしております。

35年電気科卒　奈良県宇陀市	
	 西山　博之
くろがねいつもありがとうございます。
元気で農作業しています。母校の発展
を祈ります。

35年電気科卒　枚方市	 柳　　昭敏
80才を越えましたが、元気に「グラン
ドゴルフ」「野菜」作りに頑張っていま
す、毎年の「くろがね」楽しみにして
います。

36年業務科卒　京都府久世郡久御山町		
	 黒田　健一
いつもお世話になります。旅行業で40
年、ヨーロッパ行き南回りでアルプス
超え、平和な時代の旅、改めて世界か
ら学んでいます。

36年電気科卒　大阪市	 谷　　博文	
お陰様で80才になりました。くろがね
の仲間（辻野長夫、唯波勝治、並川先輩）
とは今だ友達そして先輩としておつき
あいさしていただいています。これか
らも大切にしていきたいと思います。

37年機－14科卒　京都府宇治市	
	 前川　勝行
	コロナを乗り切り元気にしております。

37年土木科卒　兵庫県宝塚市	
	 森田　康正
NFLアメフト神のようなキレイなくろが
ね51号、有難うございます。私は今年
傘寿で、特にお祝いも無く、よくぞここ
まで～と感謝しています。近くの甲子園
は来年100年です。又母校も、あと5年で、
祝100年ですね特にお祝いしなくてはと
考えてます。源三郎先生万歳。

37年土木科卒　京都府長岡京市
中澤　　章

大病より生還、感謝にたえません。男
性の平均寿命の年齢を迎えます。

38年業務科卒　高槻市	 福本　　実	
毎年「くろがね」楽しみにしています。
私は剣道OB会でグランドゴルフ、ハイ
キング、カラオケ楽しく過ごしています。
増々の産大府高の発展をお祈りします。

38年業務科卒　摂津市	 松村　陽一郎
自治会長はいつまでもしていてはダメ
と思い世代交代しました。その後藤森
神社の総代と勝安寺総代をしばらくやっ
てます。各種団体に加入していて多忙
な日々を送っています。引き続きゴル
フ・野菜づくりはやっています。

38年業務科卒　枚方市	 梶原　　勝
地域での複数のゴルフコンペに参加し、
昨年は優勝・準優勝をお陰様でさせて
もらうことができました。毎年、多く
の皆さんと和気藹々にプレーを楽しみ、
交流と体力維持に努めています。毎年
送って頂く会報誌楽しみにしておりま
す。いつも有難うございます。

38年土木科卒　大阪市	 北野　　修	
元気で余生を送っています。

38年機械科卒　吹田市	 戸梶　純司
今年も会報「くろがね」のご送付有難
うございました。多くの先輩の方々や
後輩の皆さまのご活躍がこの「くろがね」
を通して伝わってきます。盛り沢山な
記事の中に懐かしさが伝わってきます。
S38年機械科1組の皆様お元気ですか。
私はまだ暫くは仕事と週末の菜園に精
を出し頑張っています。今後も母校の
益々の発展と同窓会役員幹事の皆様方
と「くろがね」の新たな編集長に御礼
を申し上げます。

39年自動車科卒　豊能郡豊能町	
	 柏木　　正	
ご盛会をお祈します。

39年機械科卒　三重県津市	
	 梅原　一男	
4年振りの総会で予定が入って居り出席
できません。まことに申し訳ありません。
皆様方のご健勝を祈念いたしますと共
に総会の盛況を願います。

40年業務科卒　大阪市	 白井　喜代和
「くろがね」の送付ありがとうござい
ます。母校の益々の御発展を祈念いた
します。今年77才になりました。元気
に過しております。

40年土木建築科卒　奈良県宇陀市	
	 大内　栄三
S40年土木建築卒業生の皆様元気ですか。

40年電気科卒　枚方市	 岩崎　和男
76才になりました。現役で行政書士、
測量事務所をしています。土、日は、
あちこちの名所を散歩、食べ歩きして
います。

41年土木科卒　守口市	 中野　　弘
釣り、家庭菜園、釣り仲間と楽しく生
活してます。

41年電気科卒　兵庫県伊丹市
	 南村　𠮷秀
いつもお世話になります。いつも「く
ろがね」ありがとうございます。これ
からも仕事に頑張って行きます。

42年自動車科卒　兵庫県西宮市
	 光本　好雄
私の鉄道高校での思い出！人生最高の
青春時代でした。瀬島原三郎、瀬島清
校長先生、中西先生、三浦先生、宮部
先生、重野先生方々には1966年ドイツ
の2ヶ月間の印刷研修と大阪産業大学進
学の建などで色々とお世話して頂き今
でも感謝しております。

42年土木建築科卒　守口市	
	 大中　康功
夏季、冬季にて空調設備の点検業務を
パート勤務しています。生涯現役で過
したい！！

43年自動車科卒　豊中市	 福山　　力
長年ご連絡を頂き有賀とうございました。
今回をもって終了させていただきたく
お願い致します。本同窓会のご発展を
心から念願しております。

44年業務商業科卒　奈良県生駒市	
	 林　　好治
今後も、学校の更なる活動と同窓会の
発展をお祈り申上げます。

44年土木建築科卒　兵庫県明石市	
	 溝田　和義
2023年6月末で（株）レールテックを
卒業します。鉄道人生54年間勤務しま
した。国鉄18年間、JR西日本18年間、
レールテック18年間でした。

44年普通科卒　八尾市	 福岡　雄太郎
昨年完全リタイアしました。50年間で、
第1段階下水道、第2段階空港、第3段
階造園の業務に従事しました。今後、
模型、オーディオの趣味に没頭したい
と思っています。
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44年Ｍ科卒　奈良県宇陀市	
	 川田　純一
昭和44年M3卒業です。卒業後今年で
55年になります。その間一度も同窓会
を催した事が有りません。一度会いた
いと思っています。森本学級の方、下
記メールアドレスに連絡もらえません
か？
E-mail:Kw3a2006@yahoo.co.jp

44年機械科卒　守口市	 久富　明雄	
同窓会会報誌「くろがね51号」ありが
とうございます。毎年この時期になると、
会報誌が届くのを首を長くして待って
います。2年間機械科3組で、色々とお
世話になった恩師の森本先生が、2022
年5月に亡くなられました。とても寂し
いことであります。我がクラスメイト
達、「オイハル（老春）時代」を元気で
楽しく過ごしているのかな私は毎年、
母校の野球の応援（夏の大阪予選）に
行きます。今年は、55年前の卒業生の
私と、控選手達と一緒に記念写真ｗｐ
とってもらいとてもうれしかったです。
これからも大好きな言葉、「偉大なる凡
人たれ」を胸に刻んで、元気に毎日過
ごして行きたいです。

45年機械科卒　三重県名張市	
	 江南　利秋
町会役員を完了して、隠居（通院）生
活しています。

46年機械科卒　大阪市	 草野　　勇	
母校の益々の御発展を!!

47年普通科卒　兵庫県宝塚市	
	 宮嶋　芳人
近藤幹事のもと、古希のお祝で同窓会
を久しぶりに開催しました。

47年普通科卒　堺市	 金谷　友晴
久しぶりに参加できることを、楽しみ
にしていました。梧桐祭にも行って後
輩諸君に激励したいと思っています。

48年Ｃ２科卒　貝塚市	 三宅　文夫
前号（51）で、M3さいとう君の記事
を見て、君の顔が思い出せました。應
援團で一番律儀な良い男でしたね。君
と同クラスだったら友達になれました
わ。それと川越君の名もなつかしかっ
たな。元岸和田の祭り好きのヤンキー
男より。さいとう君へ。

48年機械科卒　兵庫県尼崎市
	 西尾　明憲
医療従事者も方はまだ現役です。去年
から、心理カウンセラーとしてカウン
セリングもしてあります。社会心理的
ストレスをかかえているクライアント
が多くいますね。

50年機械科卒　大阪市	 土岐　恭生
5月の本会議（大阪市）にて、満場一致
で大阪市会副議長に選出されました。

50年機械科卒　兵庫県たつの市
	 深山　敏実
川地順さんを知っておられる人連絡下
さい。090-6605-1147

51年電気科卒　高槻市	 池永　雅昭
JRを卒業して関連会社でアルバイトで
す。小島様、私こそくろがねで知り合
えてよかったです。

52年普通科卒　大阪市	 木村　庄一
町会の役員としてすでに三十年あまり
役には立ってはいませんが、皆様の御
健勝御多幸をお祈りいたします。

54年商業科卒　東京都国分寺市
	 上出　昇栄
	「くろがね」をいつも楽しみにしていま
す。世界の治安が良くなります様に!!

54年電気科卒　奈良県生駒市	
	 森　　文彦
役員各位には毎々お世話をおかけ致し
ます。毎号たのしみにさせていただい
ております。

57年商業科卒　堺市	 小島　総一郎
いよいよ定年退職ですが、シニア制度
を活用してもう少し働きます。母校の
御発展をお祈り申し上げます。

57年機械科卒　大阪市	 炭本　勝堅	
M2の皆様元気ですか？バスケットボー
ル部の同期ガンバッテ下さい。

58年商業科卒　兵庫県伊丹市	
	 大城　成憲
今回は4年振りに同窓会の仲間にあえて
うれしいです。これからもよろしくお
願いします。

60年Ｅ科卒　大阪市	 西田　文彦
いつもくろがねを拝読し、母校の状況
や先輩・後輩の皆様のご活躍を知り、
誇らしく思います。冊子の作成に携わ
る方々、本当にありがとうございます。

62年電気科卒　高槻市	 河村　美雄
すっかり忘れておりました。申し訳な
いです。

62年機械科卒　四條畷市	 吉田　政之	
久々に同窓会総会が開催されることは
喜ばしい限りです。みな様に会って色々
な話をしたりして見たいです。卒業生
の人たち同窓会総会に出席して下さいね。
毎年くろがね誌を楽しみにしています。

Ｈ10年自動車科卒　枚方市	
	 大木　　喬
4年振りの同窓会ですね。また、みなさ
んにお会いできますね。訪れた町の話
（観光ネタ）等で盛り上げていきたい
ですね。

Ｈ25年普通進学科卒　大阪市	
	 石島　大弐
夢は見るものではなく叶えるものと言
い聞かせ精進しております。コロナ禍
も少しは気持ちも楽になる状況になり
ました。まだまだ、夢の途中ですが「念
ずれば花開く！」。精進あるのみです。
いろんなことに挑戦していきます。

Ｈ26年普通科卒　枚方市	 大橋　龍一	
施行管理士を目指して頑張っています。

コミュニケーションサーバ（UNIVERGE）、
セキュリティシステム、PCサーバ（Express5800）

LAN、WAN、ワイヤレスLAN、ネットワークの設計、販売、施工、保守

代表取締役　髙木　健

本　　社 大阪市中央区北浜4丁目７番19号（住友ビル3号館）
 TEL.（06）6209‒3331
東京支店 東京都千代田区内神田1丁目17番9号（TCUビル）
 TEL.（03）6273‒7361

ＮＥＣ販売特約店

　 タカギエレクトロニクス株式会社

左官工事・建築リフォーム工事・
超高圧洗浄工事

昭和47年普通科卒　ウェイトリフティング部OB会副会長

　「くろがね」は次号「53号」掲載となりますので、皆様の長年に培った人生体
験や趣味・趣向等の記事をお寄せ戴いて紙面を賑わいさせて頂きたいと思います
ので、お気軽に投稿していただきますようにお待ちしております。
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　一見不可能とも思えることが現実には可能になる事もあ
る。
おそらくこんな経験をする人も少ないのでは無いか？と思
える位いろんな経験をしています。
　昭和 41 年 3 月。大阪鉄道高校自動車科を卒業し、当時
の浪速日産モーター（株）に入社（現？大阪日産モーター
（株））空心町営業所（現天満橋営業所）に配属。　

　2 年後世間（自動車業界）を驚かされた事件が勃発。（日
産からトヨタへ鞍替え）一時トヨタオートの社員になるが、
諸般の事情で退職する。
　その後、陸上自衛隊に入隊。善通寺教育隊から伊丹普通
科連隊に配属され、2 年間勤め、陸士長で除隊する。（普通
2 年の任期を終えると一等陸士で除隊ですが、特別に陸士
長で退任する。）
　この時退職するつもりがなかったが、友人から「マーシャ
ル群島のマジュロ島」で整備士をしていて、帰国に際し、
自分と交代要員を募集しているので、どうか？との話で、
面白そうなので応募しました。その為に除隊をして準備し
ている最中に不適格と返事をもらい、がっかりしましたが、
要は自衛隊出身がネックとなったらしいが、取り仕切って
いる商社がわかっていたはずなのに…です。ま、言っても
仕方がないので、もう退職しているので、戻るわけにもい
かないので、自衛隊に相談した結果、古巣日産モーターに
復帰する。
　その時には社名が変更され新大阪日産モーター（株）になっ
ていたが、兎にも角にも又整備士として働くことになった。
その時に受付事務所にいた女性が今の奥さんです。
　時代は売れ売れの流れで営業職が会社の花形でした。
　整備をしているものにも配置転換を要求してきた。社内で

春 田  誠 一 （はるた せいいち）さん
昭和41年大阪鉄道高校自動車科卒業　柔道部所属

卒業生は今!

取締役会長

バン・トラック商用車プロショップ

春田誠一

有限
会社 春田自動車

大阪市西成区南津守5-9-27
TEL:06-6659-2215
http://harutacars.co.jp/

■ 略　歴
昭和22年 8月8日生まれ（77歳）
・�大阪府自動車整備振興会（約4千社）、副会長・相談役

歴任
・�大阪府自動車整備商工組合　副理事長・相談役　歴任
・現在　大阪自動車整備西成地区会（45社）会長
・大阪自動車青年会議所　永久会　所属
・なにわ企業団地協同組合　副理事長　歴任
・�ボーイスカウト大阪第104団　団員長歴任　約60年在

籍
・ボーイスカウトなにわ地区協議会長歴任

・昭和55年  4月	 春田自動車設立
・昭和56年11月	 土地取得同時に自社工場建設
・昭和60年	 新たに土地取得　
	 駐車場として活用　
・昭和62年	 法人改組
・�平成19年	� 春田誠一から春田茂樹へ事業承継代

表取締役会長就任
・�平成27年	 工場隣の工場を取得　
	 都合約150坪の工場になる

学生時代の春田さん
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のごたごたが結構会ったことと、将来自立するときには、営
業をしていることがきっと役に立つと思い、営業職に変わった。
　それから約 2 年間の営業経験をしながら、結婚もしたが、
毎月の収入が不安定なこの仕事をこのまま続けていて良いの
だろうか？の疑問がいつも付きまとっていた。車が沢山売れ
た月には多く、もちろん売れない時はガクンと収入がダウン
する。まあ当然何ですが。
　そんな時に、高校時代の友人の薦めで彼の会社（無線関係
の仕事）に就職する。
　この仕事はかなりハードな仕事で、私鉄電車が終電になっ
た頃を見はかり、そこから作業をする。
　夜中中の仕事で始発までには全て完了していなくてはいけ
ない、大変な仕事でしたが、結局過労から目の調子が悪くな
り退職することにした。
　そんな折に、叔父の死去で、その会社に就職する。まった
く畑違いのインテリア看板関係の営業でしたが、まあこんな
仕事も良いかなと思っていたが、親戚ならばこそやりにくい
事が結構あって、なかなかうまくいかず退職をした。
　それから後、以前から声を掛けてもらっていた、モーター
スに入社する。この会社で過ごした約 4 年間はそれなりに充
実していたが、以前、日産に勤めていた頃の先輩が、一緒に
独立しないかと声をかけてきた。
　特別今の会社に不満があった訳でもなかったが、これは、
一つのチャンスかな？と考え、その方向で動くことにした。
これも途中退職することになったけれど、共同経営は難しい
と分かっていたが、この経験は自分にとって後々良い経験に
なったことは感謝するしかない。
　そんな経験をすることで、いよいよ一人で独立するチャン
スが来たことを実感する。
　大阪の西区で日産チェリー系ディーラーを経営している社
長が声をかけてくれ、そこで工場の一角を間借りする形で兎
にも角にも独立らしい真似事が始まりました。
　一年間ほどお世話になりながら貸工場を探していましたと
ころ、大正区の工場を世話してくれた友人が、貸し工場を探
しているくらいなら、いっそ土地を買ったら？の声で、そう
かその手があったか。と考えを変えました。
　しかしこれは無謀な考えであった事を思い知らされること
になるわけですが、当時の自分にはそれが天の声のように感
じました。
　実はその時点では持金がわずかしかなく、とても土地を買

うなんて大それたことが出来るわけが無かったのです。それ
でも、運は自分に向いていたのでしょう。
　組合員に加入して、企業団地作りと言う大義名分の中、
資金がなくてもこれから買う予定の土地を（約 40 坪）担保
に借金をする屁理屈で、なんと国民金融公庫から資金（うん
千万円？）を借りることが出来たのです。
　今から考えるとそんなアホな？と思うことが可能だったの
です。あきらめてはダメという見本みたいなことです。人間
は一生懸命になれば何でも出来そうですね。
　国金の担当者もこんな相談者は初めてだと驚いていました
が。そりゃそうでしょう、自己資金が０で、のれんわけでも
ない、経営経験もほぼ０で、それで、金を貸せ！では驚きま
すわな。（多分これはそんなに長くは続かんだろう！始末書
の用意でもしておかな、あかん位思っていたかも知れません）
　とにかく資金も出来た。後は工場の建設と工具一式の調達
が残っています。
　好事魔多し！その頃、左目がおかしくなり、眼科へ通うこ
とになりましたが、これは、緑内障と言う診断結果、治療は
手術しかないと言われ、手術で治るのか？と聞くと、やって
みなければ分からないと…。
　そんな怖い事を今のこの時期に何という事か？と、この仕
事を辞めろと言う事か？と考えましたが、今一度大きな病院
へ行って検査をしてもらった結果、緑内障では無く、バセド
ウ氏病と言う事が分かり、その治療をする事になりました。
現在もその投薬を続けていますが、問題なく仕事を続けてい
ます。
　さて、そんなびっくりするような病気を経験しながら、ど
うしたか？大半の資金は建設の方に回ることが分かっていま
したから、これを何とか安くする方法を講じなければと考え
た末、日産時代からお付き合いを頂いている鉄工所の社長に
相談をし、鉄骨はスクラップで作ってくれ、内装関係はこ
れもお客様の工務店に頼み、最低限の内容でやってくれと頼
み、何とか今の工場の完成を見ることが出来ました。
　そんな生みの苦しみも、今となっては遠い昔のことです。
　時代はバブルに向かって行っていたようですが、私のは、
とんとそんな影響が感じられなかったですが、開業 3 年目に
なる頃、裏の空き地の持ち主が土地を手放すと言う組合事務
所から連絡があり、即効買う契約をしてしまいました。お金
の裏付けも何も無くです。
　このとき融資を相談した、銀行の支店長も正に口あんぐり
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の状態でしたが、結果的には融資をしてもらえることになっ
た時は、ホッとしました。きっと私の脅し（うまく行かなかっ
たら、私の生命保険で払うようにする）から…とが、効いた
のかも知れませんが、まさにバブルだったのでしょう。
　当時を振り返って、本当によくもこんなやり方が通用した
なと思い出しても冷や汗ものです。
　もう一度同じ事をやれと言われてもとても無理でしょう。
その位、時代と奥さんと友人とそして、お客様に助けられた
からです。まだまだここに書いていないことで沢山の独立し
た頃のえ～？と言うような話題がありますが、それはまたの
機会に。
　時は移り、息子がまさかの大阪産業大学附属高校へ行くと
言うことを聞いた時は、本当に驚いたものですが、親の背中
をみて育ったのか？と感激した事を今更ながら思い出しまし
た。
　私は、自動車メーカーのホンダ創業者の「本田宗一郎」氏
を信奉しており、当時の副社長の藤沢武夫氏から、あなたは
ホンダの技術者として、行くのか？それとも、社長で行くの
か？との問いに（有名な空冷、水冷論争ですが）社長として
行こうとの決断をしますが、後、藤沢氏が退任する時には一
緒に辞めると、一切を後任に託して、現役を退いた事が、ずっ
と頭にあり、私も息子に譲ったあとは、一切口だしをしない
と誓っていました。そして、私が定年を（55 才の時代でし
たが、）時代が移り、60 才に伸びましたが、平成 19 年ホン
ダディーラーに勤めていた、息子が入社してくれ、近い将来、
社長の交代がいよいよ現実味を帯びてきました。
　卒業生の中でも、親子が同じ学校を卒業し、事業承継が出
来ている、少ない事例にはなっているようです。
　今、自動車業界は百年に一度の大変革の時を迎えていま

す。すなわち、内燃機関を廃止して、電動カーに進もうとし
ていますが、まだまだ既存の技術が必要な時は続くと考えて
います。
　以上、普通の人が経験しない不思議なことを経験しながら
現在があるのは、大いなる意思が導いてくれているような感
想です。
　校歌の一節♪♪「交通文化の育成に誇り高く」♪♪これか
らも微力ながら、自動車整備工場の発展に寄与して行きたい
と思っています。（ちなみに作曲者の大川進一郎氏とは、あ
る団体でいつもお会いしていました。）
　願わくば、自動車科卒業生が、当社に興味を持って見学に
来て頂き、入社をして頂けるようになればうれしいです。
　本日はこのような機会を与えて頂き、感謝です。ありがと
うございました。　　　　　　　　

和洋庭園・設計施工・管理

三木梅香園株式会社

代表取締役

 三木　康生

〒547-0035 大阪市平野区西脇1丁目4番3-105号
TEL. 06-6701-7507　FAX. 06-6701-1200
〒581-0864 大阪府八尾市山畑376番地

TEL. 072-941-0578　FAX. 072-943-7273　携帯 090-4493-7626
E-mail：miki-baikouen@herb.ocn.ne.jp
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　令和５年10月７日、８日に少林寺拳法世界大会 in Tokyo Japan が日本武道館で開催され、本校
の卒業生である、河原やよいさんと、弟の河原真二さんが世界一に輝きました。今大会は４年に一度の

開催となる世界大会ですが、コロナの影響で６年ぶりとなり、世界41か国が参加
した盛大な大会となりました。
　お二人の父親は、本校の教員であり卒業生でもある、河原章二教諭（昭和62年
度卒）で、親子三人が同窓生です。父の指導のもと、今回やよいさんは、女子有段(単独演武)の部に出場し優勝、真
二さんは男子三段（組演武)の部に出場し優勝に輝きました。
　やよいさんは、昨年度の全国大会において、二人で組んで出場する組演武で２位に輝き、今大会も組演武で出

場する予定でしたが、一緒に組んでいた相手が辞退したことにより、今回一人での出場となりまし
た。保育士として勤務しながらの大会に向けての練習は、かなり過酷だったようです。真二さんは、現
在大学少林寺拳法部に在籍し、同級生と息ぴったりの演武ができたと笑顔で表彰を受けていました。
　現在、お二人とも奈良県の「大和郡山南道院」に在籍し、心と身体を養い、後輩育成にご尽力しなが
ら、４年後の世界大会を目標に、日々頑張っておられます。本校を卒業してからも継続して頑張ってい
るお二人の応援をよろしくお願いいたします。

卒業生が世界大会で金メダル!
大阪産業大学附属高等学校
少林寺拳法部OB・OG

スポーツアラカルト

河原やよいさん（平成28年度卒）
河原　真二さん（令和３年度卒）

　大阪産業大学附属高校アメリカンフットボール部の指揮を長年に渡り執り、無数の若き才能を育成し、
1999年からクリスマスボウル4連覇するなど輝かしい成果を収めた山嵜隆夫監督が、この度定年退職
を迎えました。数々の戦い、勝利、時には挫折を経験しながらも、常に前向きな姿勢で選手たちを導いて
きた山嵜監督に、定年までの監督としての思い出について語っていただきました。

山嵜隆夫監督、 定年退職を迎えて

アメフトキャリアの始まりと監督就任
　山嵜監督のアメフト人生は、高校時代の友人のお兄さんの応
援から始まりました。監督就任のいきさつは日本体育大学４回
生の時に、偶然に我が校の教師であった叔父から来年アメフト
部ができるから監督に就任しないか連絡がありました。教員資
格もあり受託しました。あの時、叔父からの連絡に対応しなけれ
ばどうしていたかな？と今でも考えますね。
選手たちとの絆
　選手たちは私にとって第二の家族です。彼らの成長と成功を
見ることが、私の最大の喜びでしたと山嵜監督は語ります。困難
な時期も多くありましたが、チーム全員で乗り越えることができ
たのは、互いへの深い信頼と絆があったからこそです。
創部当時について
　今でこそコーチが在籍していますが、創部当時は私一人で指
導でした。自分自身がWRでパスを受けることは教えることが
できるけど、ぶつかったりする技術は何も教えることができず
見本も披露できない、それではダメだと思い、大学時代の同期
にお願いしてデフェンス技術を指導してもらいました。また当
時京都大学アメフト部の水野監督に指導法を学びに行きまし
た。生徒の多くはアメフト未経験者のため私が教えることが全
てですので大変でしたがやりがいと責任を感じ指導を続けて
いきました。

今後の人生について
「今までは休日はずっと練習や試合で家族と一緒に過ごす時間
がなかった。妻には本当に感謝です。家族の時間を大切にしてい
きたい。孫もカワイイしね（笑）。」
　定年後も我が校にはお手伝いしていただけるとのことで、私
の経験がこれからの世代のために何か役立つなら、それに越し
たことはありません、と山嵜監督。指導者としてだけでなく、アメ
リカンフットボールの発展のお手伝いをしていきます。
最後に
　山嵜監督の定年退職は、大阪産業大学附属高校アメリカンフッ
トボール部にとって大きな出来事です。しかし、彼が築き上げた財
産は、今後も多くの若者たちを鼓舞し続けるでしょう。山嵜監督が
残した影響はチームの精神、強固な絆、そして勝利への不屈の精
神に生き続けます。監督自身が言うように、選手たちが獲得したス
キル、経験、そして友情は、彼らの一生を通じての財産です。

「監督生活？楽しかったよ。立派な指導者になっている教え子も
多いしね。３年前は関西ベスト４、２年前はクリスマスボウル、昨
年は関西決勝とまた強くなってきた。いい形で次の監督にバトン
を渡せるのができてよかった。」
　山嵜監督が定年退職後もアメリカンフットボール界への情熱
を持ち続け、その経験と知識を共有することで、次世代の選手や
コーチに影響を与え続けることでしょう。

野球部新監督　中川　易さん
　北陽高校野球部から大阪産業大学へ
進み、大学で野球部そして大阪産業大
学の職員として現在に至る。

・・・・・・・・・・・・・・
　大阪産業大学附属高校の野球部監督
に来ていただき、本当に良かったです。
生徒達、選手達も元気に健康に高校野
球を謳歌しています。
　今回は、マネージャーの2人にマネー

野球部新監督、甲子園めざして
マネージャーと二人三脚で頑張ってます！

ジャーを志望した理由と今後の抱負を
聞かせて頂きました。

・・・・・・・・・・・・・
栗山優菜さん「野球部に入部した理由は
はじめて部員と出会ったとき、そのみん
なの姿がとてもカッコいいなと感じ、私も
このチームの一員になりたい、みんなを
支えるマネージャーになりたい、みんな
と甲子園に行きたいと思ったからです。」
高倉夕月さん「ソフトボールを経験して

中川新監督（写真中央）
マネージャー 高倉夕月さん

（写真右）
マネージャー 栗山優菜さん

（写真左）

いたことがあり、野球が好きでマネー
ジャーをしてみたいと思っていたこと
と、選手から誘われ見学に行ったところ
やりがいを感じることで出来ると思った
からです。」

・・・・・・・・・・・・・
　素敵なマネージャーさんに負けない
様に、選手のみなさん頑張って下さい。
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　「寄る年波には勝てん」けど、近場で良いから何とか出会え
るうちに集まろうと、13 名に案内ハガキを出した結果も、こ
こ数年同じようなメンバーの 7 名が集まりました。
　10 月 29 日 14 時に阪急梅田駅に集合。賑やかに宝塚行き
に乗り合わせて池田下車。令和元年にも利用した伏尾温泉不死
王閣へ。二部屋に分かれましたが、5 時に入浴 • 6 時から宴会
と決め、それまでの間は一部屋に集まって談笑。テレビは折し
も天皇賞レース出走前 15 分。大穴目当てを買っている仲間の
応援をするも、本命が抜群のレースレコードで勝ち、はかない
夢と散り、これはこれで大盛り上がりのひと時でした。夕食宴
会はクラスメイトの知りえる近況や、修学旅行の思い出、飲酒
や喫煙した悪ふざけの様など懐かしい想い出に花が咲き、宴会
後は一部屋で日本シリーズを観ながら、関西対決だけに昨夜と

は裏返しの結果を褒
めたり貶したり、話
題豊富に楽しみまし
た。なにしろ常連の
メンバーですからお
互いを知り尽くした
もの同志なので、病
歴も治療の経過も、
心配するより今日出逢えたことが最高と笑い飛ばして語り合え
る明るく愉快な時間を過ごしました。
　しかしお互いに、自分か連れ合いが調子悪いとか、足腰の弱
まり・心臓や肺の障害などに、慎重に成らざるを得ない事から、
来年からは一泊旅行から日帰り旅行に変えて計画することも提
案され、他の仲間とも相談しながらそれも有りえる事として、
数人が久安寺を参拝しただけで、再会を約束し 30 日正午前に
梅田駅で散会しました。 （川口）

初秋の伏尾温泉で三四会集う同期会

　2023年は３月19日と11月16日
と２回、B-2二宮学級クラス会を恒
例の会場京都駅近くの「がんこ」で
開催しました。11月には通常の生
活スタイルで食事を行い、参加メン
バーも体調管理を充分整えて、会え
る楽しみを満杯したお陰で、快い会
話が弾みました。一般的な高齢者は

今突入しているのは加齢で発生するのが、耳嗚りや尿意発生時
間が短くなると良く聞かれます。日中の頻尿、夜間頻尿を伴う
症状があれば検尿と症状から診断が必要となります。
　この様な症状がある場合は専門的な泌尿器科を受診します。
また、日常において健診・検診を有効に利用すると効果があり
ます。自覚症状がない人が受ける健康診断（健診）と検診とに
よって「症状がない健康な人が定期的に受けて早期発見・早期
治療をすれば寿命が延びる」ので進められています。
 しかし、当面に受ける色々な「事故」や「病気」の治療・医薬

の発展が著しく進み、万民の健康管理が顕著になって来ていて
特に、高齢者の長命に係っています。
　2023年の人口統計では男女合わせた総人口12,541.7万人の
内80歳代（80〜89歳）人口958.3万人（7.6％）です。
　因みに過去に遡って2000年の総人口は12,962.6万人
(420.9万人（3.2％減少）で高齢者の人口414.6万人(3.2%)
だったのが、2023年には543.7万人2.3倍に増加しています。
　このような状況ですので医療機関を利用される方が比例し
て２.３倍医療機関を利用される状況となり、高齢の健常者は
より一層に健康維持に
心がける事が大切です
ので。
　 注意…注意…健康は
おろそかにしない事で
す！！心して日々の生活
環境を整えて過ごして
行きましょう！！

B-2クラス会（上田会）二宮学級　食事会クラス会

　令和５年10月７日、８日に少林寺拳法世界大会 in Tokyo Japan が日本武道館で開催され、本校
の卒業生である、河原やよいさんと、弟の河原真二さんが世界一に輝きました。今大会は４年に一度の

開催となる世界大会ですが、コロナの影響で６年ぶりとなり、世界41か国が参加
した盛大な大会となりました。
　お二人の父親は、本校の教員であり卒業生でもある、河原章二教諭（昭和62年
度卒）で、親子三人が同窓生です。父の指導のもと、今回やよいさんは、女子有段(単独演武)の部に出場し優勝、真
二さんは男子三段（組演武)の部に出場し優勝に輝きました。
　やよいさんは、昨年度の全国大会において、二人で組んで出場する組演武で２位に輝き、今大会も組演武で出

場する予定でしたが、一緒に組んでいた相手が辞退したことにより、今回一人での出場となりまし
た。保育士として勤務しながらの大会に向けての練習は、かなり過酷だったようです。真二さんは、現
在大学少林寺拳法部に在籍し、同級生と息ぴったりの演武ができたと笑顔で表彰を受けていました。
　現在、お二人とも奈良県の「大和郡山南道院」に在籍し、心と身体を養い、後輩育成にご尽力しなが
ら、４年後の世界大会を目標に、日々頑張っておられます。本校を卒業してからも継続して頑張ってい
るお二人の応援をよろしくお願いいたします。

卒業生が世界大会で金メダル!
大阪産業大学附属高等学校
少林寺拳法部OB・OG

スポーツアラカルト

河原やよいさん（平成28年度卒）
河原　真二さん（令和３年度卒）

　大阪産業大学附属高校アメリカンフットボール部の指揮を長年に渡り執り、無数の若き才能を育成し、
1999年からクリスマスボウル4連覇するなど輝かしい成果を収めた山嵜隆夫監督が、この度定年退職
を迎えました。数々の戦い、勝利、時には挫折を経験しながらも、常に前向きな姿勢で選手たちを導いて
きた山嵜監督に、定年までの監督としての思い出について語っていただきました。

山嵜隆夫監督、 定年退職を迎えて

アメフトキャリアの始まりと監督就任
　山嵜監督のアメフト人生は、高校時代の友人のお兄さんの応
援から始まりました。監督就任のいきさつは日本体育大学４回
生の時に、偶然に我が校の教師であった叔父から来年アメフト
部ができるから監督に就任しないか連絡がありました。教員資
格もあり受託しました。あの時、叔父からの連絡に対応しなけれ
ばどうしていたかな？と今でも考えますね。
選手たちとの絆
　選手たちは私にとって第二の家族です。彼らの成長と成功を
見ることが、私の最大の喜びでしたと山嵜監督は語ります。困難
な時期も多くありましたが、チーム全員で乗り越えることができ
たのは、互いへの深い信頼と絆があったからこそです。
創部当時について
　今でこそコーチが在籍していますが、創部当時は私一人で指
導でした。自分自身がWRでパスを受けることは教えることが
できるけど、ぶつかったりする技術は何も教えることができず
見本も披露できない、それではダメだと思い、大学時代の同期
にお願いしてデフェンス技術を指導してもらいました。また当
時京都大学アメフト部の水野監督に指導法を学びに行きまし
た。生徒の多くはアメフト未経験者のため私が教えることが全
てですので大変でしたがやりがいと責任を感じ指導を続けて
いきました。

今後の人生について
「今までは休日はずっと練習や試合で家族と一緒に過ごす時間
がなかった。妻には本当に感謝です。家族の時間を大切にしてい
きたい。孫もカワイイしね（笑）。」
　定年後も我が校にはお手伝いしていただけるとのことで、私
の経験がこれからの世代のために何か役立つなら、それに越し
たことはありません、と山嵜監督。指導者としてだけでなく、アメ
リカンフットボールの発展のお手伝いをしていきます。
最後に
　山嵜監督の定年退職は、大阪産業大学附属高校アメリカンフッ
トボール部にとって大きな出来事です。しかし、彼が築き上げた財
産は、今後も多くの若者たちを鼓舞し続けるでしょう。山嵜監督が
残した影響はチームの精神、強固な絆、そして勝利への不屈の精
神に生き続けます。監督自身が言うように、選手たちが獲得したス
キル、経験、そして友情は、彼らの一生を通じての財産です。

「監督生活？楽しかったよ。立派な指導者になっている教え子も
多いしね。３年前は関西ベスト４、２年前はクリスマスボウル、昨
年は関西決勝とまた強くなってきた。いい形で次の監督にバトン
を渡せるのができてよかった。」
　山嵜監督が定年退職後もアメリカンフットボール界への情熱
を持ち続け、その経験と知識を共有することで、次世代の選手や
コーチに影響を与え続けることでしょう。

野球部新監督　中川　易さん
　北陽高校野球部から大阪産業大学へ
進み、大学で野球部そして大阪産業大
学の職員として現在に至る。

・・・・・・・・・・・・・・
　大阪産業大学附属高校の野球部監督
に来ていただき、本当に良かったです。
生徒達、選手達も元気に健康に高校野
球を謳歌しています。
　今回は、マネージャーの2人にマネー

野球部新監督、甲子園めざして
マネージャーと二人三脚で頑張ってます！

ジャーを志望した理由と今後の抱負を
聞かせて頂きました。

・・・・・・・・・・・・・
栗山優菜さん「野球部に入部した理由は
はじめて部員と出会ったとき、そのみん
なの姿がとてもカッコいいなと感じ、私も
このチームの一員になりたい、みんなを
支えるマネージャーになりたい、みんな
と甲子園に行きたいと思ったからです。」
高倉夕月さん「ソフトボールを経験して

中川新監督（写真中央）
マネージャー 高倉夕月さん

（写真右）
マネージャー 栗山優菜さん

（写真左）

いたことがあり、野球が好きでマネー
ジャーをしてみたいと思っていたこと
と、選手から誘われ見学に行ったところ
やりがいを感じることで出来ると思った
からです。」

・・・・・・・・・・・・・
　素敵なマネージャーさんに負けない
様に、選手のみなさん頑張って下さい。
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《事業内容》
ボナンザ印野球用品の製造、卸及び販売
学校制定品販売

〒537-0021 大阪市東成区東中本 2丁目 9番 28 号
TEL：06-6974-8900 ／ FAX：06-6974-8901

S48年卒業 親衛隊隊長 さいとう じゅんじ
大阪市住吉区南住吉2-21-12 ☎090-8467-9836

お好み焼き 鉄板太郎
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大阪市立
三稜中学校

ジョーシン
住吉店

お好み焼き

鉄板太郎
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援
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衛
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長

　吉
田
潤
二

〒537-0013　大阪市東成区大今里南4-14-11
TEL:06（6974）8848 ／ FAX：06（6972）7288　http://hikari-ltd.com/

金属加工、溶接・板金・プレス等　医療・美容機械部品　照明器具等製造

イベントや修学旅行生の
工場見学や
大学生の研修も
受け入れています！

「大阪教育ゆめ基金」へいただいたご寄付を、大阪府内
の私立高校等の教育環境の整備、特色・魅力ある教育活
動、スポーツ・文化活動を支援するために活用します。

母校に限らず応援したい私立高校等
を指定して寄附ができます。

　昭和46年卒自動車科４組のクラス会を阪急梅田駅西にある
「がんこ」で開催しました。
　定年後10数年ぶりの集まりで、しばらく見ないうちにだいぶ
しわも多くなったメンバーになりました。
　メンバーの多くは卒業後母校に足を運ぶ事もなく、鉄道高校
から今の大阪産業大学附属高校になっている事も知らないメン
バーもいましたし、校庭が芝生になっている事や共学になっ

て、今や工業高校で
はなく進学校として
運営している事も驚
きの様子でした。
　卒業後、担任の織
田清一郎先生ともお
会いする事もなく来
ましたので一度連絡
がとれる事がありま
したら皆でお会い出来たらと思っています。

A4クラス会 織田学級クラス会

　昨年も昭和55年卒業の同級生とゴルフコンペ（担任、横井先
生）賛同と12月16日に、天満橋で忘年会を行いました。忘年
会には、大谷副会長当時も交えて、大変盛り上がりました。

 ゴルフは毎年2回、
横井先生をお呼びし
て恒例行事となって
ます。
　クラスや科も違う
けれど。55年卒業の
気の合う同級生と今
も交流してます。

「下駄を鳴らして〜
奴が来る♬♬腰に手
ぬぐいぶら下げて♬
♬学生服に染み付い
た～♬♬男の匂いが
やってくる♬♬あ〜
あ、友よ良き奴よ～
♬♬」
　当時は、男子校。
バンカラな男子校。
こ の 歌 の 歌 詞 が 、
ピッタリの俺達。昔
懐かしい学生に戻れ
ます。

同級生の忘年会等クラス会

対象校は
こちらふるさと納税で

私立高校を応援!!
母校応援ふるさと納税制度
がスタートします
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たたののししいいククララブブ
在校生のみなさんの活躍ぶりを、
クラブ活動を通してレポートしていただきました。

自転車競技部
▶創部：1973 年（昭和 48 年）
▶部員：２名
▶監督：辻　俊行
▶主将：上中 陽生（2 年・普通科特進コース）
▶�ポリシー：日々の努力の積み重ねで栄光を

掴む
　インターハイ
や選抜大会など
の全国大会への
出 場 を 目 標 に
日々努力を重ね
ています。
　その為には日
頃の私生活から自らを律し、高校生としての
土台を築き上げ、自転車競技を通じて素晴ら
しい大人になることが何よりも大切なことだ
と思っています。「すぐやる、必ずやる、でき
るまでやる」の厳しい環境の中で、部員たち
は目標を達成していき、今後の人生の土台と
なるよう日々努力を重ねています。
◎活動結果
　近畿大会　　　1㎞タイムトライアル　3 位
　大阪府選手権　1㎞タイムトライアル　優勝
　全国選抜大会　トラックの部　出場

テニス部
▶創部：1969年（昭和44年）
▶部員：13名
▶顧問：新谷　啓、内田　愉一
▶主将：井上 秀大（２年・普通科進学コース )
▶�ポリシー：テニスを通じて人間的にも成長

すること
　同窓会会員
の皆さまには
お元気でご活
躍のこととお
慶び申し上げます。皆さまのご支援のもと、
テニス部は現在に至るまで輝かしい実績を残
せました。生駒コートは学校からは遠く不便
な面もありますが、面数も多く、練習環境に
恵まれており、それぞれが持つ自分の力を伸
ばしています。そして、大阪優勝・全国優勝
を目指しています。どうぞ生駒コートへもお
気軽にお越しください。部員一同心よりお待
ちしています。
◎活動結果
令和５年度大阪高等学校春季テニス大会
・男子シングルス	� ベスト64
・男子ダブルス	 ベスト64
・団体	 ベスト８
第78回大阪高等学校総合体育大会テニス大会
・男子シングルス	 ベスト16
・男子ダブルス	 ベスト８
令和５年度近畿高等学校テニス大会
・男子シングルス	 ベスト64
・男子ダブルス	 ベスト32
令和５年度大阪高等学校秋季テニス大会
・男子団体	 ベスト８
2023田村杯大阪ウィンタージュニアテニス
選手権大会
・17歳以下男子シングルス　ベスト32
・17歳以下男子ダブルス　　ベスト32

軟式野球部
▶部員：７名
▶顧問：新美 啓之、西村 俊一、縄田 烈志
▶主将：辻本 祐太朗（2 年・普通科進学コース）
▶ポリシー：報恩感謝、勇往邁進
　我々、軟式野球部は、日々「感謝の気持ち」を
モットーに活動しています。
　自ら望んで入った軟式野球部であり、大好き
な軟式野球部を心置きなく取り組むことのでき
る環境を作ってくださる全ての方々に感謝の気
持ちを忘れてはなりません。グラウンド等、
物理的に環境を整えてくださる学校関係者の
方々、出場する各大会を運営してくださる大
会関係者の方々、試合をしてくださる他校の
方々、いつも協力し合って活動に励む仲間た
ち、そして、何といってもいつも全力で支えて
くれる家族。枚挙に暇がないくらい多くの方々
の力をお借りして我々は、活動できています。
　これからもそれを忘れることなく日々努力し
ていける集団でありたいと思います。

硬式野球部
▶創部：1947年（昭和22年）
▶部員：35名
▶顧問：井関 輝次、中川　易、森坂 隆広、
	 谷本 暁彦、深田 和輝
▶主将：増永　颯（普通科スポーツコース）
▶ポリシー：野球を通しての人間形成
　部員35名(２年18名、１年17名、内女子マ
ネージャー２名)が「産業革命」を合言葉に、
産大高校野球部の伝統を引き継ぎ、発展させて
いけるように努力しております。昨年２月に中
川新監督が就任し、一丸となって甲子園出場を
目標に頑張っています。秋季大会の悔しさを晴
らすべく、夏季大会ではOBの先輩方に良い結
果がお伝えできるよう頑張りますので、今後と
もご声援宜しくお願いいたします。
◎クラブの年間計画
・�春季大会（４月～）・�夏季大会（７月～）
・��秋季大会（９月～）の公式戦
・�私学大会（６月～）・�工業大会（春・秋）

陸上競技部
▶部員：28 名
▶顧問 ：岡 錠治、川上 卓、福井 絵美
▶主将：山下 陽向（2 年・普通科）
▶ポリシー：全国大会出場
　陸上競技部は、現在28名で活動しています。
近年、全国大会に出場した選手がいたことから
活気が以前より増し、選手達は近畿大会や全国
大会を目標に日々奮闘して練習に励んでいま
す。
　また、良い練習をするために選手同士で声を
掛け合って、雰囲気作りや競技力向上に努めて
います。
◎活動内容
練習　　月曜日～金曜日 16：00 ～
　　　　土曜日　13：30 ～
　　　　いずれも鶴見緑地公園にて
合宿　　夏（８月）　鳥取県
　　　　冬（12 月）大阪府内・淡路島
秋季大会（第 2 地区）
　　　　800m	 第３位
　　　　1500m	 第 3 位、第 8 位
　　　　400mH	 第 7 位、第 8 位　　　
            走高跳	 第 3 位　

放送部
▶部員：11名
▶顧問：市川 典孝、西村 俊一
▶部長：天埜 仁晴(3年・普通科)
　 放 送 部 で
は 月 曜 日 と
水曜日、金曜
日の週3回、
お 昼 休 み の
時 間 帯 に ラ
ジ オ 形 式 の
生放送番組を放送しております。また、体育
祭や梧桐祭では選曲・司会・実況の担当もし
ております。他の生徒たちから直接見えるわ
けではありませんが、なくてはならない「縁
の下の力持ち」を自負して活動しております。
　ラクタブドームでの体育祭では電光掲示板
での情報発信に加えて大型ビジョンへの映像
生中継も実施しています。また、この技術を
活かして入学式・卒業式では式の様を保護者
のいる教室へ映像配信をするなど、放送部の
活動の場も大きく変化しました。今後も新し
いスタイルでの学校行事を支えていくことが
できるように研究していきたいと思います。
◎活動内容
・�入学式・卒業式の音響および映像配信
・�週３回の校内ラジオ番組生放送
・�ラクタブドームでの体育祭放送
・�梧桐祭のステージ音響
・�オンラインでの入試説明会映像配信を４回

実施
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ウエイトリフティング部
▶創部：昭和 32 年頃
▶部員：4 名
▶顧問：近藤 逸生、獅々堀 陽
▶主将：村田 翔大
▶�ポリシー：全国選抜・インターハイ・国体

上位入賞を目指す
　新 2 年生・3 年生全員がインターハイに出場
し、2年生は上位入賞すべく邁進してまいります。
　国体においては一人でも多くの選手が大阪
代表として出場できるよう頑張ります。
　さらには新 2 年生が全国高校選抜大会出場
を果たせるよう頑張ります。
　そして何といっても、多くの人にウエイトリ
フティングの魅力を知ってもらい、一人でも多
くの新入部員を迎えることが最大の目標です！
◎活動結果
５月 28 日　大阪高校総体
　女子 71Kg 級・第 1 位：2U4 西野　桜
　男子 61Kg 級・第 1 位：2A4 村田 翔大
　男子 89Kg 級・第 1 位：2A4 伊藤　和
6 月 17・18 日　近畿大会　
　男子 61Kg 級・第７位：2A4 �村田 翔大
　男子 89Kg 級・第６位：2A4 伊藤　和	
7 月 22/23 日　全国高校女子
　女子 71Kg 級・第 11 位：�2U4 西野　桜
8 月 10 日～ 14 日　全国高校総体
　女子 71kg 級・第８位：  2U4 西野　桜
　男子 61kg 級・第 29 位：2A4 村田 翔太
　男子 89Kg 級・第 22 位：2A4 伊藤　和
10 月 13 日～ 16 日　国民体育大会
　男子 61Kg 級・第 13 位：2A4 �村田 翔大
　男子 89Kg 級・第 11 位：2A4 伊藤　和
11 月 19 日　大阪高校新人戦
　男子 73Kg 級・第 1 位：1U7 山内 和哉
　男子 73Kg 級・第 2 位：1U5 東原　颯
　男子 89Kg 級・第 1 位：2A4 伊藤　和
１月 18・19 日　近畿選抜大会
　男子 61Kg 級・第５位：2A4 �村田 翔大
　男子 89Kg 級・失格：2A4 伊藤　和

少林寺拳法部
▶創部：1967 年（昭和 42 年）
▶部員：22 名
▶顧問 ：山川 智博、河原 章二、竿下 浩子
▶主将：舘　龍馬（２年・普通科）
　少林寺拳法は、自分自身を頼りとすること
のできる｢本当の強さ｣を持った人間を育てる
武道です。練習では二人一組で行い、自分も
上達し、相手にも上達してもらう｢半ばは自己
の幸せを、半ばは他人の幸せを｣という少林
寺拳法の精神を実践しています。2023年は
選抜大会、インターハイ、近畿大会など大き
な大会で男女ともに入
賞することができまし
た。インターハイ優勝
を目指して日々練習に
励んでいます。
◎活動結果
令和5年3月　全国高等学校少林寺拳法選抜大会
・�女子自由単独演武　第１位
・男子自由単独演武　第６位
・女子自由組演武　　第４位
・男子自由組演武　　第３位
・男子団体演武　　　第３位
令和5年7月　全国高等学校総合体育大会　
・�男子組演武　　第６位
・男子単独演武　第11位
・男子団体演武　第２位
・女子団体演武　第７位
令和5年12月　近畿高等学校少林寺拳法大会
・�男子自由組演武　　第１位
・男子規定単独演武　第２位
・男子規定組演武　　第６位
・男子団体演武　　　第３位
・女子団体演武　　　第１位
・女子自由組演武　　第１位
・女子自由単独演武　第１位、第７位
・女子規定単独演武　第２位

水泳部（競泳・水球）
▶創部：1987 年（昭和 62 年）
▶部員：25 名
▶顧問：見寺 紗也加、山下 雄都、岡城 健一
▶部長：永井 颯人（2 年・普通科進学コース）
▶ポリシー：千里の道も一歩から
　屋外プールの
ため、５月～９
月は本校プール
で練習し、10 月
～４月は郊外の
屋内プールでの練習、ランニング、トレーニン
グルーム等で体幹・バランスを鍛えています。
　また、水球は、週１回なみはやウォーターポ
ロクラブにて、本格的な基礎練習や実践練習を
し、チームワークを磨いています。目標は競泳・
水球ともには近畿大会出場、上位入賞です。
　部員一同、切磋琢磨していきながら、技術
や記録を伸ばすことに日々励んでいます。
◎クラブの年間計画
競泳	 ５月	 近畿私学大会
	 ６月	 高校総体（地区・中央大会）
	 ７月	 近畿大会
	 ８月	 大阪高校対校大会・大阪私学大会
	 ９月	 大阪新人大会
	 10 月	 近畿新人大会
水球	 ５月	 なみはやゴールデンカップ
	 ６月	 高校総体（大阪地区予選）
	 ８月	� 国民体育大会
		  近畿ブロック大会（U-17）
	 ９月	 大阪新人大会
  	 １月	 なみはやカップ
◎活動結果
競泳　・�大阪高校対校大会
　　　　男子 200m 背泳ぎ決勝 7 位
　　　　田中 惺
　　　・�男子 400 ｍメドレーリレー
　　　　B 決勝６位　田中 惺、白鞘 宗大、　
　　　　中西 修司、森　章吾
　　　・��大阪私学大会
　　　　200ｍ背泳ぎ　決勝６位　田中 惺

クイズ研究部
▶創部：2017 年（平成 29 年）
▶部員：6 名
▶顧問：丸谷 智迦津、 厨子 大政
▶部長：平　初将（2 年・普通科特進コース）
▶ポリシー：知の追求
　様々な大会で
結 果 を 残 す た
め、たくさんの
知識を身に着け
るよう日々努力
しています。
部員数は少ないですが、大会で勝ち残れるよ
うに様々なクイズの問題に対する分析など
頑張っています。
◎活動内容
・�毎週水曜日・金曜日・土曜日の放課後に活動
　�夏期および冬期などの長期休暇には朝から活動
・�第 43 回全国高等学校クイズ選手権高校生

クイズ 2023　予選２チーム参加
・�第 18 回若獅子杯　参加

ボランティア部
▶部員：３名
▶顧問：坪田 純子
▶部長：猪狩 さくら（２年・国際 )
▶ポリシー：誰かのために行動を
　ボランティア活動部は、主に地域に根差し
た活動に力を入れています。（老人ホーム・子
ども食堂・小学生の放課後支援などに参）
　また、日本赤十字社の高校加盟校として赤
十字主催のリーダー研修会や募金活動にも積
極的に参加しています。学内、外問わずたく
さんの経験を積んで将来幅広く活躍できる人
になるよう活動しています。

書道部
▶部員：３人
▶顧問：小西 順子、濱﨑 裕二、石橋 恵美
▶部長：塩崎 陽菜（２年・国際科）
▶ポリシー：勇往邁進
　書道部は書
道パフォーマ
ンスと作品制
作の双方に挑
戦 し て い ま
す。近年は体育祭にて、全生徒の前で体育祭
スローガンを揮毫する書道パフォーマンスを
行っています。各種コンクールにも積極的に
出品し、賞をいただいています。初心者でも
コツコツと力をつけ、三年次にコンクールで
準優秀賞をいただいた生徒もいます。パフォー
マンスと作品制作、ともに今後も活躍の場を
広げていきます。
◎年間の活動
・�第 66 回全国書きぞめ作品展覧会
　全日本青少年書道振興協会賞
・�第 32 回国際高校生選抜書展　入選
・�第 28 回全日本高校・大学生書道展　
　準優秀賞
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女子ダンス部
▶創部：2009 年（平成 21 年）
▶部員：20 名（１年 12 名、２年８名）
▶顧問：松田 唯衣、吉江 正彰
▶キャプテン：川邊 優姫（２年・普通科）
▶�ポリシー：BUDAHLIA SPIRITS（品位、情

熱、挑戦、華麗、尊重）
　2021 年度からスタジオ AX と提携し、ジャ
ンルもジャズに変えて活動しています。１つ
１つの大会に思いを込め、また全国大会に出
場し、結果を残すことを目標に一人一人のダ
ンス力そしてチームとしてのダンス力を高め
られるよう日々練習しています。
　自分たち自身が表現することを楽しみ、観
てくださった方々にも感動を届けられるよう
にがんばっています。
◎活動結果
＜ 2021 年 11 月＞
・�第 14 回日本高校ダンス部選手権　公式

Web 戦 supported by 17 LIVE DANCE      
STADIUM　準優勝

＜ 2022 年＞
・�マイナビ ハイダン2022 WEST vol.1　　

特別賞
・��第14回岸和田ライオンズクラブ　高校生ダ

ンスコンテスト　出場

・��スタジオAXイベント　Choreographer's      
Special Event 「Masterpiece」　出場

・���第15回日本高校ダンス部選手権 新人戦
DANCE STADIUM　特別賞

・��高校ストリートダンス選手権大会2022 決勝
大会　出場

・��全国高等学校ダンスドリル選手権 2022
   関西予選　Jazz Medium 部門　１位
・�第12回全日本高等学校チームダンス選手権

　関西予選　４位
・�第15回日本高校ダンス部選手権　DANCE 

STADIUM 全国大会　出場
・�Dance Club Championship 第10回全国

大会高等学校ダンス部選手権　全国大会　
出場

＜2023年＞
・�第16回日本高校ダンス部選手権　DANCE  

STADIUM 予選大会　出場
・��Dance Club Championship 第11回全国

大会高等学校ダンス部選手権　予選大会　
出場

・�高校ストリー
トダンス選手
権大会2023
予 選 大 会 　
出場

・�マイナビ ハイダン 2023 WEST vol. ３出場

茶華道部
▶創部：2003 年
▶部員 ：７名
▶部長：ラズバンダリ　スニズ（茶道）、
　　　　増村 英奈（華道）
　茶華道部は、外部から茶道は裏千家、華道
は未生流の先生に来ていただき、月に2回程度
土曜日に活動しています。現在1年生2名、2
年生4名が所属しています。
　梧桐祭では、部員が着物・袴を着てお茶会
を開き、華道
の作品展示を
しています。
梧桐祭で来校
の際にはぜひ
お寄りくださ
い。お待ちし
ております。

軽音楽部
▶部員：52 名
▶顧問：寺内 仁、西村 百世、武智 海斗
▶部長：高村 草太（３年・普通科）
　梧桐祭のステージで全校生徒に向けて演奏
することを大きな目標に、聴いてくれている
人を良い演奏で楽しませることができるよ
う、日々練習に取り組んでいます。ギター、ベー
ス、ドラム、キーボードからそれぞれ好きな
担当楽器を選んで練習していますが、卒業ま
でにいくつもの楽器を演奏できるようになる
生徒もたくさんいます。 各学期末に開催され
る部内ライブに向けて気の合う仲間とバンド
を組み、梧桐祭で
演奏できるバンド
に選ばれるよう競
い合いながら練習
に励んでいます。

吹奏楽部
▶部員：65 名
▶顧問 ：市川 拓平
▶部長：堀内 悠楽（2 年・進学コース）
▶ポリシー：人々に感動ある演奏を届けよう！
　吹奏楽部は、マーチングコンテスト、アン
サンブルコンテスト共に金賞を受賞し、大阪
府代表に選出させて頂きました。関西大会で
は連続出場し、関西大会常連校として名を連
ねるようになりました。またコンクールだけ
でなく地域のイベントにも積極的に参加して
います。これからも、吹奏楽の魅力を多くの
人々に伝え頑
張っていきま
す。ご声援宜
しくお願い致
します。

ソフトボール部
▶創部：1957年（昭和32年）
▶部員：22名
▶顧問：池田　透、櫻　美緒
▶主将：��塩田 徠稀
　　　　（２年・国際科グローバルコース）
▶ポリシー：全国大会出場
　２年生 13 名、１年生８名、マネージャー
１名で活動しています。今年は２年生の生徒
が多く、新チーム結成時から、これまでの試
合経験を活かして、落ち着いて試合に臨むこ
とができていました。ただ、怪我や体調不良
など調整不足なことも多く、試合ではなかな
か結果を残すことができませんでした。
　今年は全国大会出場を目標に掲げているの

で、その実現
に向けて、日々
努力していき
ます。
◎年間計画
 ２月　全国私学大会近畿予選
 ４月　大阪高校ソフトボール春季大会
 ５月　全国私学大会
 ６月　全国高校総合体育大会　大阪府予選
 ９月　大阪総合体育大会
　　　 大阪私学高校総合体育大会
10月　大阪高校ソフトボール秋季大会
12月　大阪研修大会
◎活動結果
第22回大阪高校ソフトボール秋季�大会　
ベスト4　

バスケットボール部
▶部員：31名
▶顧問 ：武内　強、泉　嘉泰、新宮 一平
▶主将：小林 天星（2 年・普通科進学コース )
▶ポリシー：一歩
　基礎をも
と に 練 習
をし、チー
ム力を向上
させ勝利を
めざして頑
張っていま
す。バスケットボールを通じて、部員たちが自
主性を養うことのできるよう、生活面でも部員
同士が声を掛け合い活動しています。
　部員が多く、みんなが同じ目標に向かって練
習に励むことができるように多くのミーティン
グを重ねています。また、外部の練習会場を使
用するなどして一人ひとりの練習量も確保でき
るように工夫して活動していきます。
◎活動結果
・�大阪高等学校総合体育大会　出場
・�大阪高等学校バスケットボール選手権大会

　出場
・�大阪私立高等学校総合体育大会　出場
・�大阪高等学校バスケットボール新人大会　

出場

イラストレーション・コンピューター研究部
▶部員：６名
▶顧問：内海 望美
▶部長：亀山 蒼心（２年・普通科）
▶ポリシー：こだわりを追求する
　当部は、幅広い表現方法を活かし楽しい活
動を目指します。イラストレーションでは個
性溢れる魅力的なイラストが描いて、様々な
コンテストに参加しています。コンピューター
部門では己のスキルやプログラミングの腕を
磨きます。そうした活動などを将来に向けて
頑張っています。
◎活動結果
大阪芸術大学“世紀のダヴィンチを探せ！”
高校生アートコンペティション　出展
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柔道部
▶部員：９名
▶顧問：酒匂 義浩、小池 賢幸、中谷 朱里、
　　　　内野 雄太
▶主将：�國分　優斗（3 年・普通科スポーツコース）

加藤　蓉子（3 年・普通科）
▶�ポリシー：�大阪府大会団体優勝・全国大会

出場を目標に活動している
　柔道部では、大阪府大会団体優勝・全国大
会出場を目標に日々厳しい稽古に励んでいま
す。男子・女子ともに意欲的で意識が高く、
自立した取り組みで着々と力をつけ、少数で
の活動でありますが、同じ目標に向け部員一
丸となり活動しています。また、柔道を通し
て礼節を学び、将来的に社会貢献のできる人
物になれるよう競技力向上だけでなく、人と
しての成長も図りながら日々精進しています。
◎クラブの計画・活動
　長期休暇中には合宿や遠征を行い、近畿圏
内はもちろん福岡県や宮崎県など地方への合
宿も積極的に行っています。また、休日には
様々な学校に出稽古をし、中学生などとも合
同練習を行っています。地道に力をつけ、イ
ンターハイや全国高校選手権大会、近畿大会
などの大会に出場を果たす生徒が出ています。

アメリカンフットボール部
▶創部：1981 年（昭和 56 年）
▶部員：47 名
▶顧問：山嵜 隆夫、一条 優三、坂根 真也
▶主将：山口 厚（3P2）
▶�ポリシー：目標は日本一、目的は心身を鍛

えること
　 ア メ リ カ ン フ ッ ト
ボール部は、「日本一に
なること」を目標に、「心
身を鍛えること」を目
的に活動しており、こ
れまで８度の全国優勝
と 4 度の準優勝を果た
しました。私たち現役
選手は、先輩方が築いてこられた実績と伝統
を引き継ぎ、アメリカンフットボール部のた
めに、そして自分自身のために日々練習に励
んでいます。同窓会の先輩方にも喜んでいた
だけるよう頑張りますので、応援よろしくお
願い申し上げます。
◎クラブ年間計画
　��４��－５月　春季大会・６月　関西大会
	 8 月　夏季合宿・９－ 10 月　秋季大会
　11 － 12 月全国大会・１－２月新人大会
　3 月　春季合宿
◎活動結果
・令和 5 年度　�大阪高等学校�総合�体育大会
　優勝
・�第54回　全国高等学校アメリカンフット

ボール選手権大会　ベスト４

空手道部
▶創部：1973 年（昭和 48 年）
▶部員：15 名
▶顧問：川口　剛、高嶋 きづき、
　　　　辻岡 哲也（監督）
▶主将：�前﨑　天裕（２年・普通科進学コース）
▶�ポリシー：捲土重来（一度失敗した者が、

再び勢力を盛り返して巻き返すこと）
　空手道部では、日々の練習や生活を陰で支
えてくれている人が大勢いることに感謝し
て、一つ一つの物事に真剣に向き合う姿勢を
身につけていきます。そして、何度失敗して
も再び立ち上がり挑んでいく精神力を養いま
す。３月には全国選抜大会への出場を控えて
います。全国レベルの大会へ出場するチーム

として成長し、しっかり結果を残せるように、
チーム一丸となって取り組んでいきます。
◎活動結果
６月：	� 大阪府高等学校選手権大会（男子団

体組手５位・女子団体組手５位・女
子個人組手５位）

８月：	� 大阪高等学校総合体育大会（男子団
体組手５人制３位・女子団体組手３
人制優勝）

９月：	� 私立高等学校総合体育大会（男子団
体組手５人制３位）

11 月：	�大阪府高等学校新人大会（男子団体
形５位・女子団体組手３人制２位・
男子個人組手＋ 76kg 級２位）

１月：	� 近畿高等学校空手道大会（男子団体
組手５位）

３月：	 全国選抜大会出場
＜その他の大会＞
清州城信長杯争奪空手道大会、桃太郎杯全国
高等学校空手道大会、和歌山ビッグホエール
高等学校空手道大会、パンダ杯
＜合宿＞春、夏

卓球部
▶部員：６名
▶主将：山根　貫誠（2 年・普通科進学コース）
▶ポリシー：クラブも勉強もベストをつくす
　卓球という
スポーツは英
語でテーブル
テニスと言い
ますが、雨が
降ってもテニ
スがしたいと
いうことから、誕生したと言われています。室
内でできる卓球が誕生しました。卓球はただ打
ち返せばいいというものではなく、どんな回
転がかかっているのかを瞬時に判断して対応
します。頭も同時に使うところが面白いスポー
ツです。卓球は一回の大会で 1,000 人近くの
選手が出場しますので、ベスト 64 や 32 に入
ることさえ大変なことです。しかし、みんな
勉強とクラブに一所懸命取り組み、大会で少
しでも上位に上がれるように日々練習に励ん
でいます。
◎年間の試合
大阪64ブロック大会、全日本ジュニア予選、
１年生大会、大阪高校選手権大会（シングル
ス・ダブルス・チーム）、大阪高校新人大会
（シングルス・ダブルス・チーム）、大阪高
校総体、大阪高校私学大会、全国選抜シング
ルス大阪大会

演劇部
▶創部：1998 年（平成 10 年）
▶部員：3 名
▶顧問：合田 早加江
▶部長：出田 脩登(3年 ・国際科グローバルコース)
▶抱負：「観ている人を楽しませる演劇」
　現在演劇部は３名で活動しています。私た
ち演劇部は「表現することの楽しさ」に心を
惹かれ日々練習に取り組んでいます。「観てい
る人を楽しませる演劇」を全力で公演し「サ
ンダイの劇は面白い！」というお言葉をいた
だいております。大会で
の上演だけではなく様々
な演劇祭に参加しより多
くの人に大産大附高校の
演劇を楽しんでいただけ
るよう今後も多様な表現
に挑戦していきます。是
非観劇にお越しください。
◎活動結果
令和５年度 第 73 回大阪府高等学校演劇研究
大会 F 地区大会　優秀賞　個人演技賞
◎年間計画
  4 月　新入生歓迎公演
  7 月　夏公演
10 月～ 11 月　演劇研究大会
12 月　私学芸術文化祭典
  1 月　すばる演劇祭
  3 月　持ち寄り公演

剣道部
▶創部：1944 年
▶部員：８名
▶顧問：北本 淳也、丸山 侑莉
▶キャプテン：馬場﨑 悠（1 年・普通科）
▶ポリシー：文武両道
　経験者も初心者も剣道を通して心身を鍛
え、一意専心の精神を育み、各目標に向かっ
て兀

こつこつ
兀と努力を怠らず、高校生活を邁進でき

る 一 助 と な
れ る そ の 様
な ク ラ ブ 活
動 に 成 れ ば
と思います。
◎活動内容
 ４月　私学大会
 ６月　大阪総合体育大会（春）
11月　大阪総合体育大会（秋）
 １月　大阪新人戦
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ラグビー部
▶創部：2000 年（平成 12 年）
▶部員：48 名
▶顧問：鳥山、 金谷
▶主将：西村 俊哉（2年・普通科スポーツコース）
▶ポリシー：報恩感謝
　私たちは全国
大会出場を目指
し、日々練習し
ています。昨年
度は大阪予選の
決勝で敗れ、全
国大会出場を逃しました。これまでの先輩方が
創り上げてきた歴史と伝統を越えるため、日々
の練習、生活習慣を見直し、心身ともに強い
チームを創り上げます。
　そして、チーム一丸となって、アタック・ディ
フェンス共に隙のないチームとなり、全国大
会に出場します。
◎活動内容
・ 11 月	� 第 103 回全国高等学校ラグビー

フットボール大会　大阪府予選　　
第 1 地区　準優勝

・ １ 月	� 第75回近畿高等学校ラグビーフット
ボール大会　大阪府予選　Ｂブロック
第3位

科学部
▶創部：2011 年（平成 23 年）
▶部員：11 名
▶顧問：北野 裕典、丸谷 智迦津
▶部長：林田 元希（2 年・普通科））
▶ポリシー：身近な科学を楽しむ
　科学部では、週に一度自分達の興味のある
実験を行っています。
　簡単なものか
ら、少し難しい
ものまで、いろ
いろな実験に挑
戦 し て き ま し
た。今年度から
人数も増え、コースや学年分け隔てなく楽し
く活動しています。活動内容は実験ですが、
文系の人も大歓迎です。本校には実験に必要
な試薬が豊富にあるので、様々な実験を行う
ことができます。
　また今年度は行けませんでしたが、夏休み
などの長期休暇にはサイエンスフェスタや科
学館などの施設に見学に行ったりもしていま
す。来年度は新しく水耕栽培にも挑戦してい
きたいと考えています。

E.S.S. 部
▶創部：30 年ほど前
▶部員：５名
▶顧問：片本 ゆかり
▶部長：林　麗奈（２年・国際科）
▶��ポリシー：�楽しみながら、より高い英語力
を手に入れよう！
　私たち ESS は、英
語が得意、あるいは
好きなメンバーの集
まりです。加えて、
海外への関心が極め
て高いです。クラブ
活動を通して、英語を楽しみながら学び、身
につけていきます。また、スピーチコンテス
トに参加するなどして、部員一人ひとりが目
標に向けて努力しています。
◎クラブの計画・活動	
　それぞれの希望により、英検や TOEFL な
どの試験に向けて、特に受験前は集中的に学
習しています。また、スピーチコンテストに
参加し、コンテストでの受賞は、大きな目標
のひとつです。
◎活動結果
・第 13 回京都ノートルダム女子大学　
・英語スピーチコンテスト　最優秀賞

中国語研究部
▶創部：2011 年（平成 23 年）
▶部員：６名
▶顧問 ：大隅 彩恵子
▶部長：石原 優月
　　　　 (3年・国際科 グローバルコース)
▶�ポリシー：中国語の習得とともに、中国語

検定・HSKの合格を目指す。
　中国語研究部は、
部員が一人ひとりの
目標に向け、顧問の
先生から中国語を教
えていただいていま
す。そして、中国語
を習得して、中国語検定やHSK（漢語水平考
試）の合格を目指しています。
　また、中国語を勉強しながら、中国の文化
や歴史についても学んでいきたいです。
　高校生のうちに、英語だけでなく、中国語
も話せるようになるために、今後も努力して
いきたいと思います。
◎活動結果
・�中国語検定　準４級　３名合格
・�中国語検定　４級　　１名合格

男子ダンス部
▶創部：平成 29 年
▶部員：12 名
▶顧問：前田 翔平
▶部長：大原 敬泰（2 年・普通科特進コース）
▶ポリシー：�ダンスで人に感動を与えたい
　男子ダンス部は大
阪産業大学附属高校
が 90 周年を迎えると
同時に同好会として
創部されました。
　 創 部 当 初 は ６ 名
だった部員数も徐々に増えていき、体育祭や
文化祭、地域のイベントや大会に参加できる
ようにになりました。今年度は大会での予選
通過を目指しています。ダンスの技術や楽し
さを学び、見ている人に感動や元気を与えら
れるように日々練習に励んでいます。部員一
人一人がダンスを通じて人として成長し、学
校や地域を盛り上げていけるように一生懸命
頑張ります。
◎活動結果
・�日本高校ダンス部選手権
　DANCE STADIUM 出場
・日本高等学校チームダンス選手権　出場
・体育祭　オープニングアクト

ソフトテニス部
▶創部：1980 年
▶部員：31 名
▶顧問：笹本 真人
▶部長：森本 隼悠人（2 年・U コース）
▶ポリシー：�勝てるチーム作り
　私たちソフトテニス部は、男女 31 名で活動
しています。練習は鶴見緑地テニスコートや
本校テニスコートで行っており、練習メニュー

を自分たちで
考えながら一
生懸命頑張っ
ています。今
年 度 も 個 人
戦・団体戦ともに近畿大会やそれ以上の結果
が残せるよう、日々努力していきます。
◎年間計画
大阪高校春・夏季大会、大阪私立高校体育大
会、大阪総合体育大会出場

チアリーディング部
▶創部：2007 年（平成 19 年）
▶部員：18 名
▶顧問：中野 欽司、中村 有沙
▶主将：松井凜音（２年・普通科）
▶ポリシー：元気・勇希・笑顔
　私達は、チアの競技大会・アメリカンフット
ボール部の応援・地域のイベントを中心に活動
しており、競技大会では全国大会決勝を目標に
日々の練習に励んでいます。
　今年度は、練習の成果もあり全国大会で決
勝に進出し入賞しました。
　また、城東区の区制 80 周年パレードや大阪
エヴェッサのハーフタイムショーなど、色々
なイベントに出演させていただきました。
来年度も、大会や
応援が出来る事に
感謝して、チーム
一丸となり頑張り
ます。
◎活動内容
・�４、５月　アメリカンフットボール部の応

援・イベント
・�６月　関西チアリーディング選手権大会
・�８月　JAPANCUP 日本選手権大会
・�９、10、11、12 月　アメリカンフットボール

部の応援・イベント
・�１月　全日本高等学校選手権大会
・�２月　イベント
◎活動結果
・�第 31 回関西チアリーディング選手権大会

規定演技 3 位　自由演技 4 位
・ �JAPANCUP2023 チアリーディング日本

選手権大会　決勝進出　入賞
・�第 34 回全日本高等学校選手権大会
　8 位入賞
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サッカー部
▶創部：1966 年
▶部員：131 名
▶顧問：中西 幸司、後藤 祐司、森　勇貴、
　　　　片川 翔太、松永 秀樹
▶主将：橋本 悠海
　　　　（3 年・普通科スポーツコース）
▶ポリシー：慎始敬終
　「レオンフォルテ（強いライオン）」というロ
ゴを胸につけ、「厳しく　激しく　楽しく」を
モットーに心身を鍛えることを目的に活動を
しています。監督やコーチの指導のもと、全国
大会出場を目指して日々全力で取り組んでい
ます。グラウンドでの活動だけでなく学校生活
の面でも要求されますが、そのことはプレーに
もプラスになっ
ています。更な
る高みを目指し
強化をしている
クラブです。
◎年間計画・活動結果・(2023 年度戦績 )
・�高円宮杯 JFA U-18 サッカープリンスリー

グ 2023 関西２部
・�令和５年度 第78回大阪高校総合体育大会 

兼 第102回全国高校サッカー選手権大阪大会
・�令和５年度 大阪高校春季サッカー大会　兼 

全国高校総体予選

バドミントン部
▶部員：48 名
▶顧問：榎原 健仁、江口 睦美、久保 将汰
▶主将：辰己 梓鋭（2 年・普通科）
▶ポリシー：�各自 4 回戦突破！
　バドミントン部では 48 名が在籍しみんな
刺激し合っています。バドミントンは、時速
100 キロを超えるシャトルを打ち合い時には
微妙な判定で勝敗を決めます。上級生らの指
導のもと、初心者でも約 2 ヶ月で試合ができ
るようになります。選手たちは、切磋琢磨し、
より強くなれるようにレベル up を目指して毎
日トレーニングや実践練習に励んでいます。
男女が一緒に楽しみながら強くなって、より
多くの試合で勝
ち進んで行くの
が目標です。
◎年間計画
 ５月　大阪高等学校春季バドミントン競技会
 ８月　大阪高等学校総合体育大会
 １・２月　大阪高等学校バドミントン選手権
大会
 ３月　大阪府高校バドミントングリーンカップ
◎活動結果 
・大阪高等学校春季バドミントン競技　出場
・大阪高等学校総合体育大会　出場
・大阪高等学校バドミントン選手権大会　出場

鉄道研究部
▶創部：1952 年
▶部員：23 名
▶顧問：佐藤 雅彦、新美 啓之
▶部長：五十嵐 優希（2 年・普通科）
▶�ポリシー：鉄道に関する知識を深め、社会

に還元する
　令和５年度は、顧問が変わり何か新しい取
り組みをしようと考え、「伝統の鉄道研究部
の発展！」をスローガンに、活動してまいり
ました。まずは、東京都新宿区で行われる鉄
道ジオラマコンテスト全国大会に初めて参加
し、ベストクリエイティブ賞を受賞しました。
そこで行われるプレゼンの際に使用される学
校紹介動画のために、鉄道模型等を使用した
本校への交通アクセス動画も併せて制作しま
した。次に、貝塚市を走行する水間鉄道が募
集する、オリジナルデザインのヘッドマーク
掲示企画に参加し、部員がデザインしたヘッ
ドマークを昨年８月の一か月間、営業運転中

の 列 車 に 掲
示 し て 頂 き
ました。
　これらは、
行きつけの模
型屋の店主さ
んから情報を頂いたりしました。その他には、
YouTube チャンネルを開設。まだ本格的運
用はできていませんが、今後、情報発信を予
定です。更には、今年度から附属校である本
校に対し、大阪産業大学から交通機械学科鉄
道工学コースの特別推薦枠を頂いたこともあ
り、次年度は、部員各自による鉄道に関する
各種研究、またそれらを掲載するための機関
誌づくり等をめざし、部員たちの鉄道に対す
る知識を高めていきたいと思います。その準
備段階として、３学期は、ホームドア設置に
関する考察などを各部員が行っています。以
上のように今後、部員たちが鉄道への造詣を
深め、得た知識を社会に還元できるための活
動を実施していく予定です。

バレーボール部
▶創部：2004 年（平成 16 年）
▶部員：24 名
▶顧問：北野 晃一、佐藤　淳
　　　　奥村 恭子、有川　諒
▶主将：川上 大芽（２年・スポーツ科 )
▶ポリシー：「春高バレー」毎年出場
　私たちバレーボール部は、日々力をつけるた
めに近畿大会上位、全国大会（春の高校バレー
やインターハイ）出場を目指して活動していま
す。 「春高毎年出場」はもちろんですが、さら
に「春高での勝利」という目標も新たに胸に

刻み、これからの試合に挑んでいきたいと思っ
ています。目標達成に向けてチーム一丸となっ
て頑張りますので、みなさんの応援をよろし
くお願いします。
◎活動結果
・�令和５年度 大阪高校総体 兼 全日本高校選

手権大会　ベスト８
・�令和５年度 大阪高校新人大会　第三位

ゴルフ部
▶創部：1980 年代
▶部員：11 名
▶顧問：佐藤 雅彦、山口 慎太郎、岡本 貴生
▶主将：三浦 一真（2 年・普通科）
▶ポリシー：全国大会出場を目標に「全集中」
�　　　　　 で努力を継続する。
　ゴルフの基本であるマナーやエチケットを
身に付け、礼儀正しく誠実に競技に臨むこと
を心がけています。また、日々の練習の中で
も、常に他者を敬う姿勢を忘れずに取り組む
ことで技術面の上達だけでなく、人間的な成
長をめざしています。今年度も男女ともに関
西大会に進出することができました。この
結果は、在校生の努力はもちろんのことです
が、周囲の方々の支えがあってこその成果で
あると思います。感謝の気持ちを忘れず、OB
の方々が築き、守ってこられた伝統を在校生
が引き継ぎ、さらなる高みをめざして努力を
続けたいと思います。
◎活動結果
・大阪府高等学校ゴルフ選手権
　【女子の部】�27 位
・関西高等学校ゴルフ選手権
　【女子の部】58 位タイ
・関西高等学校ゴルフ対抗戦
　【男子の部】11 位　【女子の部】10 位
・大阪府高等学校ゴルフ選手権秋季大会　
　【男子の部】21 位タイ　【女子の部】12 位
・�第 16 回 朝日新聞杯 関西高等学校 ・中学

校 ゴルフマッチプレー選手権
　【女子の部】ベスト 16

美術部
▶創部：2010年
▶部員：15名
▶顧問：内海 望美
▶部長：��中曽根 大季（2年・特進コース)
▶ポリシー：楽しんで頑張る
　美術部は、
色々な分野か
ら好きなもの
を制作し、そ
れぞれの個性
に合わせて技
法などを身に
つけ楽しく頑張ることをしています。
　また表現の場を広げ、様々なコンテストな
どに出展しています。文化祭には、部員みん
なで共同作品を制作したり、楽しみながら頑
張っています。
◎活動結果
・オーハラデザインコンテスト　入賞・佳作
・河原デザインコンテスト　出展
・高校生国際美術展　出展
・�大阪芸術大学“世紀のダヴィンチを探せ！”

高校生アートコンペティション　出展
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　この度のくろがね５２号の発行にあたり、心より感謝申し上げます。多く
の卒業生、教職員の皆様からの温かい協力とご支援のおかげで、本誌を
完成させることができました。皆様のご協力なくしては、この会報誌は成
り立ちませんでした。本誌が皆様の懐かしい思い出や新たな出会いの架
け橋となれば幸いです。今後とも、母校の益々の発展と皆様のご健勝を
心よりお祈り申し上げます。

編集長　本田　忠行
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1 �令和6年6月23日（日）は「同窓会総会」です。	
今年はヒルトン大阪での開催になります。多く
の同窓会会員とお会いできることを楽しみに
しています。

2 �令和5年度卒業生の皆様、おめでとうござい
ます。　　　　　　　　　　	
くろがねや同窓会で母校卒業生と絆を深め、
新たな交流の場としていきましょう。

同窓会 新役員・幹事紹介（任期：2024年4月1日～2027年3月31日）

大阪鉄道高等学校
昭和46年自動車卒業

前川 豊　
夢なき者に成功なし 大阪産業大学高等学校

平成元年電気科卒業

早坂 辰巳　
母校と同窓会の
発展のために微力ですが、
頑張ります

大阪産業大学高等学校
昭和55年普通科卒業

山中 正夫
生涯現役吾唯足知

大阪産業大学高等学校
昭和55年普通科卒業

福本 健司　
生きてるだけで、丸儲け

大阪鉄道高等学校
昭和４7年普通科卒業

一貫坂 彰
打つ手は無限

大阪産業大学附属高等学校
平成11年国際科卒業

勝野 早織　
楽しい同窓会をーーー

大阪鉄道高等学校
昭和48年機械科卒業

蔵田　誠　
笑顔と気配り

大阪産業大学附属高等学校
平成26年普通科卒業

有田　照
同窓会を盛り上げる
お手伝いが出来るよう
頑張ります

大阪産業大学高等学校
昭和58年商業科卒業

大城 成憲　
健康が第一

　同窓会の皆様へ、この度は大阪市青少年指導員としての活動20年表彰を「くろがね」で掲載
いただき、心から感謝申し上げます。この年齢になっても表彰されるとうれしいものですね。地
域の方に誘われ何もわからないなか活動を初めた青少年指導員。今では地域の多くの子ども
たちが毎朝声をかけてくれます。「おっちゃんは何の仕事をしてるの？」、「みんなが安全に学校
に行けるように見守る仕事をしているよ。」「だからおっちゃんはよく見えるようにいつもメガネ
かけてるんや！！」「いやメガネは老眼やから（笑）」。いつの間にか地域のおっちゃんになりました。
未来の世代が健全に成長していくために微力ながら貢献できたことを誇りに思います。これか
らも地域の子どもたちのために尽力して参ります。	 平成5年卒　本田　忠行

青少年指導員表彰について

昭和13（1938）年
大阪鉄道学校
昭和17（1942）年
大阪第一鉄道学校
昭和25（1950）年
大阪鉄道高等学校
昭和51（1976）年
大阪産業大学
高等学校
平成8（1996）年
大阪産業大学附属
高等学校
現在に至る

一歩前に出る
Take a step forward

大阪産業大学高等学校
昭和55年普通科卒業

中村 悟　
習慣は第二の天性なり


